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解説 解説 
 

高等学校まで続く１２年間の性に関する指導を実りあるものにするた

めには、性に関する指導の入口となるこの時間に、男女の体の違い、プ

ライベートゾーンの大切さをしっかりと理解させることが重要です。 

「自分だけの大切な場所だから、守らなければならない」と正しく伝える

ことで、「自分の身体は大切」という意識に繋がります。 

 

＊Ｔ：指導者の説明・発問  Ｃ：予想される児童の反応 

 

Ｔ：この絵は、どちらが男の子でどちらが女の子でしょうか。 

Ｃ：髪が長い方が女の子。 

Ｔ：髪が長い男の子（アニメの主人公など）もいるし、髪が短い女の 

子（ショートカットの先生など）もいますね。 

Ｔ：どこを見れば、わかるでしょうか。 

Ｔ：このままではわからないので、服を脱がしてみましょう。 

パンツをはいた状態までは、違いがありませんね。 

  男の子と女の子では、おちんちんの形が違います。 

おちんちんが外にあるのが男の子、ないのが女の子です。 

  お医者さんも、赤ちゃんが生まれたときにおちんちんの形を見て、 

生まれた赤ちゃんが男の子か女の子かを判断します。 
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解説 解説 

 

Ｔ：みんなのまたのところは、今、どんな役目をしていますか。 

Ｃ：おしっこを出す。うんちを出す。 

Ｔ：またのところには、大人になると、「新しい命を作る」という働き 

が加わります。 

  男の子にはおちんちんの部分に、女の子にはおへその下あたりの 

おなかの中に、生まれたときから「命のもと」が入っています。 

女の子には、またの部分に「赤ちゃんが生まれてくるときに通る 

道と出口」があります。 

Ｔ：なぜパンツをはくのでしょう。 

Ｃ：病気から守る。ばい菌から守る。 

Ｔ：命を作る大切なところだから守るため、体の中と通じる穴があり、 

そこからばい菌が入らないように清潔に守るために、パンツをはき 

ます。 
 

Ｔ：水着で隠れる部分には、特別な名前が付いていて、「プライベート 

ゾーン」といいます。 

  おちんちんと呼んでいるところは、「性器」といいます。 

胸、性器、おしりは、プライベートゾーンです。 

  水着では隠れていないけれど、口と顔も大切な部分です。 

Ｔ：女の子も男の子も、胸の部分も大切です。特に女の子は、下着を 

つけたりして守ります。なぜでしょう。 

Ｃ：赤ちゃんにおっぱいをあげるから。心臓があるから。 

Ｔ：おなかの中に赤ちゃんができると、女の人の胸では、赤ちゃんを 

育てるための母乳（おっぱい）が作られるようになります。 

  また、男の子も女の子も、胸には心臓などの大切な臓器があるの 

で、大切に守っています。 



3 

 

  

解説 

 

 

自分だけの大切な所である「プライベートゾーン」を守るために、 

６つのお約束があります。 

 自分も友達も「プライベートゾーン」を大切に守れるように、ひと

つずつ確認していきましょう。 

 

（次頁に続く６つの約束を確認後） 

今日から、プライベートゾーンを大切にするためにやってみよう 

と思うことを考えて、ワークシートに書いてみましょう。 
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解説 

 

 

見た人が嫌な気持ちになるので、自分の「プライベートゾーン」 

を他の人がいるところで触るのは、やめましょう。 

 触るのは、他の人がいない自分の部屋などで一人でいるときにし 

ましょう。 
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解説  

 

まとめ・復習 

 

 



6 

 

  

解説 解説 
 

 思春期に自分の身体的変化に気づき肯定的に受け止めるためには、

思春期前の「自分の体に興味を持ち、大切にすること」が重要となり

ます。 

 思春期に入る前の体を理解し大切にする習慣としては、体を清潔に

すること、下着を毎日変えること、栄養バランスのとれた食事をする

こと、早寝早起きをすることを指導していくことが大切です。 

 思春期になって性的な発達が進んでくると、性器の洗い方が分から

ないという悩みを持つ子が出てきます。 

 低年齢のうちから、体を清潔にする方法として正しく教え、自分の

体を理解し大切にすることへつなげられるようにしましょう。 
 

＊Ｔ：指導者の説明・発問  Ｃ：予想される児童の反応 

 

Ｔ：私たちの体が汚れるのは、どんなときでしょう。 

Ｃ：外で遊んだとき。汚いものを触ったとき。トイレに行ったとき。 

Ｔ：外で遊んで汗をかいたり、土や色々な物を触って遊んだりすると、

体や手が汚れますね。 

Ｔ：では、服で隠れている部分で汚れるところは、どんなところで 

しょうか。 

Ｔ：トイレに行っておしっこやうんちをした時に、性器におしっこや 

うんちがついて汚れていることがあります。 
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解説 解説 
 

Ｔ：体が汚れたら、そのままにしておいていいでしょうか。 

Ｃ：いけない。 

Ｔ：それはなぜでしょう。 

Ｃ：ばいきんがつくから。病気になるから。 

Ｔ：汚れた手についたばい菌を落とさないと、食事の時に手から口の中、 

そして体の中にばい菌が入って病気になってしまうことがあります。 

また、性器のところは、体の中とつながっているので、清潔にしない 

とばい菌が入って病気になってしまうことがあります。 

  きれいにしていないと、ばい菌が増えて嫌なにおいがしたりするの 

で、気持ちよく過ごすためにも体をきれいにすることは大切です。 

Ｔ：では、体をきれいにする方法には、どんなことがあるでしょうか。 

Ｃ：手を洗う。お風呂に入る。 

 

（以下、手洗いや体の洗い方を具体的に学習） 
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解説 

 

 

【また・おしりの洗い方】 

○女の子はおしっこの出口の周りや肛門の周りに、男の子はおちん 

ちんの先や肛門の周りに、おしっこやあせ、垢などの汚れがたまる 

ことがある。 

○女の子は、おしっこの出るところとその周りは皮膚が柔らかく傷つ 

きやすいので、優しく丁寧にお湯で流して洗う。 

○男の子は、おちんちんの皮を痛くないところまでお腹の方へ引っ張 

り、おしっこが出るところを出す。おしっこが出るところの周りは 

皮膚が柔らかく傷つきやすいので、お湯で流して優しく洗う。 
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解説 解説 

 令和元年度に性的虐待を受けた 18才未満の子どものうち、全く知ら

ない人から被害を受けた人は約 7.6％となっており、被害者の多くは

面識のある人（実父母、養父、継父、内縁関係の男女）から被害を受

けています。 

 また、女の子だけでなく男の子も被害に遭っており、性被害・性犯

罪に巻き込まれる可能性や被害者の心に与える影響は、性別に関係は

ありません。 

 もしもの場合には一人で抱え込まず誰かに相談できる態度を育成で

きるように指導していきましょう。 
 

【子どもが性被害を受けてしまったとき】 

①まず、子どもの言うことを否定せず受け入れましょう。 

②過度に感情的にならず、冷静に話を聞きましょう。 

③「あなたは悪くない」「心配しなくていい」ということはっきり

と伝え、安心感を与えましょう。 

④子どもを援助してくれる専門機関（手引きP.24）や病院に相談

してください。（手引き「個別指導（家庭内性的虐待・家庭外性

被害を疑う場合）」参照） 

 私たちの体の中で、水着を着ると隠れる部分（胸、性器、おしり、（口

や顔も大切な部分））は、特に大切な自分だけのところで、「プライベート

ゾーン」という名前がついています。 

 プライベートゾーンには、生まれたときから命のもとがつまっていて、

大切に守るところです。 

 自分も友達も「プライベートゾーン」を大切に守れるように、約束があ

りました。 

 ・他の人のを勝手に見ない ・他の人のを勝手に触らない 

・人に見せない ・人前で触らない ・蹴ったり叩いたりしない  

・清潔にする 
 

 プライベートゾーンには、今みんなで確認した約束がありますが、中に

は約束を守らず、子どものプライベートゾーンを見たり触ったりしようと

する大人やお兄さん・お姉さん（上級生や中高生）もいます。 

 今日は、自分の体や大切なプライベートゾーンに、嫌なことをされそう

になった時に、自分を守るための方法について、考えていきましょう。 
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解説 

○もしも大人やお兄さん・お姉さん（上級生や中高生など）に怖い 

思いをさせられても、あなたが悪いからではないこと、怖い思いを 

したときには一人で我慢せず、必ず大人に話し助けてもらうことが 

必要であることを伝える。 
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解説 解説 

 

思春期の体の変化はホルモンの働きによって引き起こされること、

それぞれの変化には理由があることをおさえることで、人間の体の不

思議さや尊さを伝え、自分の体の変化を肯定的に受け止められるよう

にしましょう。 

また、男女の体の変化を対比させながら学習を進め、どちらにも命

を育むための変化が起こることやそれぞれの体の仕組みを理解するこ

とで、男女が互いの体を思いやることや性について話しやすい関係を

作ることにつながっていくと考えられます。 

 

〈女の子の体の変化〉 

【脂肪がついてふっくらする】 

妊娠・出産に備えて多くのエネルギーを蓄えられるようにするため。 

【わき毛や性毛が生える】  

頭を守る毛髪や目を守るまつげのように、大切な部分を暑さや寒さ、

外からの刺激から守るため。（大人になると、自分の体を自分で守るよ

うになる。） 

【胸がふくらむ】 

将来、妊娠した時、母乳を作れるようになるため。 

【腰幅が広くなる】 

妊娠や出産の時に胎児を支えるため。 

【月経（排卵）】 

新しい命をつくるため。 
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解説 解説 
 

〈男の子の体の変化〉 

【わき毛や性毛、ひげが生える】  

頭を守る毛髪や目を守るまつげのように、大切な部分を暑さや寒さ、

外からの刺激から守るため。（大人になると、自分の体を自分で守るよ

うになる。） 

【肩幅が広くなる】  

骨格が大人の体つきになるため。 

【筋肉がついてがっしりする】  

男性ホルモンが分泌されるようになるため。 

【声変わり（のど仏が出てくる）】  

のど仏が大きくなるので、声帯が太く長くなり（一年で約２倍に 

なる）、低くてよく通る声になる。 

【射精】 新しい命をつくるため。 

 
男女とも、10歳頃から（早い人は８歳頃から）体が変わり始めます。 

 これは、脳が性ホルモン（男性ホルモン・女性ホルモン）を分泌す

るように命令を出すためです。 

 男子の場合は、脳から精巣に命令がいき、そこで男性ホルモンが出

され、血液に混ざって全身に運ばれます。女子の場合は、脳から卵巣

へ命令がいき、そこで女性ホルモンが出され、血液に混ざって全身に

運ばれます。 

 男子では男性ホルモンの働きにより、精通や声変わりが起きたり、

ひげが生えたり、がっちりした体つきに変わっていきます。 

 女子は、女性ホルモンの働きにより、月経が始まったり、胸がふく

らんだり、ふっくらした体つきになります。男女ともに性毛やわき毛

が生えてきます。 
 
（参考） 

胸がふくらむのは女子だけと思われがちですが、男子でも女性ホル

モンが少量作られるため、思春期に性ホルモンが活発に働くと、女性

ホルモンの働きで、胸にしこりができて痛んだり、少しふくらんだり

することがあります。しばらくすると、男性ホルモン、女性ホルモン

の活動やバランスが落ち着いて、元に戻るので心配はいりません。 
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解説 

 

 

 男女とも、10歳頃から（早い人は８歳頃から）始まるこの体の変化

は、大人に向かっての変化です。 

 これは、新しい命を作り、産み、育てる体になるという変化で、子

孫を残すために、あらゆる動物で起こる自然な変化で、健康に成長し

ている証です。 

 成長している時期に、食事をとらないなどの無理なダイエットを行

うと、成長に悪影響を及ぼすことがあります。 

バランスよく栄養をとること、しっかり眠ること、適度に運動をす

ることに気をつけて、健康に成長できるようにしていきましょう。 
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解説 解説 

 

思春期の体の変化はホルモンの働きによって引き起こされること、

それぞれの変化には理由があることをおさえることで、人間の体の不

思議さや尊さを伝え、自分の体の変化を肯定的に受け止められるよう

にしましょう。 

また、男女の体の変化を対比させながら学習を進め、どちらにも命

を育むための変化が起こることやそれぞれの体の仕組みを理解するこ

とで、男女が互いの体を思いやることや性について話しやすい関係を

作ることにつながっていくと考えられます。 

 

 前の時間には、男の子も女の子も 10歳から 11歳頃から体が大人へ

と変わり始め、性器のところに「新しい命を作る」という働きが加わ

ってくることを学習しました。 

 その働きを、男性では「射精」、女性では「月経」といいました。 

 今日は、この２つについて詳しく学習していきます。 

 

 男性の射精は、陰茎と精巣が関係して起こります。体が成長すると

精巣では、男性が持つ命のもとである「精子」が作られるようになり

ます。 
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解説 解説 
 

これが精子です。精巣でつくられます。 

 大きさは、0.05mm～0.06mm、1回の射精で出る精液は 3～5mlで、精

液 1ml中に 5000万～1億の精子がいます（成人男性の正常性液）。 

 尿を出す管と射精をするときに精液が出る管は同じです。 

 尿を出すときは、陰茎は下を向いていますが、射精をするときには、

脳から命令が出されて、陰茎が上を向きます。 

 精巣で作られた精子は、管を通って、途中で白っぽいとろっとした

精液と混ざって、陰茎の先から出されます。これが射精です。 

 射精は、陰茎に直接刺激を与えることで起こります。また、性的な

夢を見て寝ている間に射精をすること（夢精）もあります。 

 射精の時には、膀胱の入り口が閉まって尿が尿道に出ないようにな

っています。そのため、尿と精液が混ざることはありません。 
 

（参考） 

朝、目覚めたときに陰茎が上を向いていることがあり、これは、睡

眠中に脳波の刺激で勝手に起こることで、目覚めてしばらくするとお

さまります。病気ではなく、自然なことです。 
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解説 解説 

 

 次に、女性の「月経」について学習していきましょう。 

 「月経」も射精と同じで、新しい命を作るために、なくてはならな

い働きです。 

 「月経」は、卵巣・子宮・膣が関係して起こります。 

 体が成長すると卵巣では、女性が持つ命のもとである「卵子」が育

てられるようになります。 

 

 

女性の卵子です。 

 思春期になると、卵巣の中で卵子が育ち、性ホルモンの影響で毎月

1つずつ（くらい）育ちます。 

 大きさは、約 0.1mmです。 
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解説 解説 

①女性の卵巣の中には生まれたときから、卵子のもとになる細胞が約 35万

個も用意されています。 

 この卵子のもとが、思春期を迎える頃、ホルモンの働きにより新しい命に

なる卵子へと成長します。 

②思春期を過ぎると、卵巣はほぼひと月に 1 回、左右のどちらかから成熟

した卵子を１つ、卵巣の外へ出します。これを排卵といいます。 

 出された卵子は卵管へ吸い込まれます。受精しなければ、約 1 か月後に

はまた新しい卵子が押し出されます。 

③子宮の内側では、排卵に合わせて、いつ精子と合わさった卵子（受精卵）

が来てもいいように、赤ちゃんを育てるための栄養いっぱいの血液に似

たベッドを準備します。 

④しかし受精をしなかった場合にはこのベッドが必要なくなるので、それ

がはがれ落ちて「月経血」となり、体外に出ます。これを月経といいます。 
 

 月経は、ほぼひと月に一度、３～７日間くらいあり、初経のあと 50歳く

らいまで繰り返されます。 

○精通年齢のグラフを示しながら、成長の速度は人それぞれ個人 

差があり、誰もが迎える変化であることを伝える。 

○精通が近づいているサインについては、資料を配付し一緒に 

読んで確認する。 
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解説 解説 

○初経年齢のグラフを示しながら、成長の速度は人それぞれ個人差が 

あり、誰もが迎える変化であることを伝える。 

○初経が近づいているサインについては、資料を配付し一緒に読んで 

確認する。 

【初経や精通が近づいているサイン】 

（女子） 

①胸にぐりぐりとしたしこりのようなものができる（男子も一時的に 

できる場合がある） 

②パンツに『おりもの』（＊）がつく 

③身長がぐんと伸びる 

④性毛やわき毛がはえる 

＊膣や子宮頸管から出される白や透明のネバネバしたもののこと。 

卵巣が動き出し、女性ホルモンが分泌されだしたという証。 

（男子） 

①身長がぐんと伸びて、筋肉が発達する 

②陰茎や睾丸が大きくなってくる 

③声変わりをする 

④性毛やわき毛、ひげがはえる（毛が濃くなる） 
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解説 
 

【羊水の働き】  

一つには、クッションの役割をしています。お母さんが転んだり、おなかに何かがぶつかったときに、赤ちゃんに直接衝撃が伝わらず、赤ちゃん 

を守ることができます。 

【胎盤の働き】  

おなかの中に赤ちゃんができると、「胎盤」という赤ちゃんのための栄養タンクが子宮の中にできます。お母さんの血液は、この胎盤に栄養と酸 

素を届け、そこにつながっているへその緒を通して、赤ちゃんはお母さんから栄養や酸素をもらいます。胎盤は、赤ちゃんに必要な栄養や酸素を 

送り届けています。 

また、お母さんが飲酒や喫煙（受動喫煙を含む）をすると、たばこやアルコールの有害物質もお母さんの血液を通して胎児に届けられ 

 ます。これらの有害物質は、早産や流産などの可能性を高めたり、低出生体重などの発育の障害を起こりやすくします。 

【陣痛】  

赤ちゃんを押し出すために子宮が収縮する力が陣痛です。陣痛には、赤ちゃんを子宮の外に送り出す働きがあります。 

【出産時の胎児の動き（回旋）】 

  陣痛の力を受けて、赤ちゃんは子宮の外へと向かって進みます。せまい産道の中を、身体を上手に回旋させながら、自分のペースで少しずつ 

進んでいきます。赤ちゃん自身も体を動かしながら上手に回って出てくることで、お母さんが少しでも楽になるように工夫し、お母さんと協力を 

して生まれてきます。 

【産声】 この世界に生まれ出て、初めて自分の力で呼吸をした証拠 
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解説 

 

 

思春期は、自分を見つめるようになり、他人の目を気にするように

なる時期です。思春期が終わる頃には、心が安定し、その後も様々な

経験を積むことで見方・考え方が広がり、心は成長し続けていきま

す。 

中でもイメージすることや人の気持ちを読み取ることなどが苦手な

子どもは、自分と他人の違いを感じて孤立感を深めてしまったり、自

分がどう思われているのかわからずに混乱したりすることがありま

す。思春期の頃から対人関係が複雑になり、周りとのギャップが次第

に大きくなるために、発達障害等の特性による生きづらさも表面化し

やすくなります。 

心身の変化の意味や誰にでも起こる当たり前のことであること、相

談することの大切さを伝え、少しでも不安を解消していくようにしま

しょう。 
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解説 

 

安全にインターネットを利用するために、以下の点を伝えましょ

う。 

①インターネット上で知り合った人を簡単に信用しない 

 ②自分や他人の写真、個人情報を送らない 

個人情報（学校名や学年・名前等）を知らない人に教えると、 

実際に訪ねてくる等インターネット上でのやりとりだけで収まら

ず、つきまとわれたり、脅されたり、犯罪に巻き込まれる危険が

ある。 

 ③現実の世界でしないことはインターネット上でもしない 

危険から身を守るために、例えば、直接、道で声をかけられた

知らない人に、簡単に個人情報を教えたり写真を撮らせたりしな

いようにすることは、インターネットの世界でも同様のことが言

える。 

 ④困ったときはすぐに保護者や学校の先生、警察などに相談する 
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解説 解説 

 

性同一性障害の人の 58.6％が自殺念慮（死にたいという思い）を

持ち、28.4％は自傷・自殺未遂を経験したというデータがあります。  

また、「性同一性障害の人が自殺念慮を持つ年齢の第 1のピークは、

思春期である中学生の頃」と言われています。 

 性同一性障害の人々の生きづらさを少しでも解消し、一人ひと

りの考え方や個性を尊重し合える社会をつくっていくためには、多様

な性について正しい知識を身に付けること、多様な見方や理解を深め

て相手を理解しようとすること、誰もがプライバシーが守られ相談で

きる人や場所があること等が大切です。 

 

＊Ｔ：指導者の説明・発問  Ｃ：予想される児童の反応 

 

Ｔ：①から⑥のイラストは、それぞれ、男性だと思いますか、女性だ 

と思いますか。 

Ｃ：④と⑤は女の子。①と⑥は男の子。 
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解説 解説 
 

Ｔ：先ほどのイラストで、「男の子」「女の子」と考えた理由を書いて 

なぜそう思ったのか、グループで意見を交流してみましょう。 

Ｃ：④と⑥は髪が長いから女の子。④はピンク色のユニフォームを着 

ているから女の子。①と⑥は、髪が短いから男の子。 

Ｔ：グループで出された男の子と思った理由（男らしさ）と女の子と 

思った理由（女らしさ）は、それぞれ逆の性別の人には、あては 

まらなかったり、してはいけなかったりすることか、考えてみま 

しょう。 

Ｃ：そんなことはない。性格は人それぞれで、性別は関係ない。 

Ｔ：みんなで意見を出し合った男の子と思った理由や女の子と思った 

理由は、逆にしても当てはまります。行動や服装、性格は、「男性 

だから」「女性だから」とはっきりと決められるものではなく、全 

ては一人ひとり違っており、一つひとつの項目は「自分らしさ」 

「その人らしさ」と言えます。 
 

 

○性は、「体の性」、「心の性」、「好きになる性」など、様々な捉え方が 

でき、一人ひとり違う「性」をもっていること。 

○自分の性別をどう感じるか、どんな相手を好きになるか、それは 

その人の生まれついた個性の一つであること。 

○「LGBT」という言葉は、性的指向・性自認の一部を表している言葉 

であり、性は LGBTだけでなく、多様であること。 

○困ったら相談してもよいこと。とても大切なことなので、きちんと 

話を聞いて理解してくれそうな信頼できる大人や相談機関に話す 

こと。 

（電話相談・面接相談：思春期相談センターPRINK 088-873-0022） 

○誰にも言いたくない人は、自分の中にしまっておいてもよいこと。 
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解説 

 

○身近な人に相談しにくい人は、相談窓口を利用する方法があること 

も知らせる。 
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解説 解説 

 

 思春期の体の変化は性ホルモンの働きによって引き起こされるこ

と、それぞれの変化には理由があることをおさえることで、人間の体

の不思議さや尊さを伝え、自分の体の変化を肯定的に受け止められる

ようにしましょう。 

 

＊Ｔ：指導者の説明・発問  Ｃ：予想される生徒の反応 

 

 

 ９歳から 18 歳頃までの子どもから大人へと心も体も大きく変わる

時期を、思春期といいます。 

 なぜ、心も体も大きく変化するかというと、性ホルモン（男性ホル

モン、女性ホルモン）の分泌が始まるからです。 

 性ホルモンの影響により、体が急激に成長したり、心が大きく揺れ

動いたりします。 

 また、二次性徴が起こり、男女の体の違いが大きくなる時期でもあ

ります。 

 これらの変化は、脳が発達し、体や心を変化させる性ホルモンを分

泌するように命令を出すためです。 
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解説 解説 
 

まず、二次性徴で起こる女性の体の変化について、見ていきましょ

う。 

最も大きな変化は、「月経」という新しい命を作るための働きが 

加わってくるということです。 

 新しい命を作り育むために、生殖器も発育してきます。 

 
Ｔ：二次性徴が発現するまで胸の大きさは男女とも変わらないのに、 

なぜ女性の胸だけがふくらむのでしょうか。 

Ｃ：赤ちゃんが生まれたら母乳を飲ませるため。 
 

（図を用いて説明） 

Ｔ：思春期に入り、女の子の体の中で女性ホルモンが作られるように 

なると、胸に脂肪がつくとともに、胸の中では「乳管」というも 

のが成長して伸び大きくなって、だんだん胸がふくらんできます 

（図の赤い部分）。 

  さらに成長した「乳管」の先端に、母乳を作る「乳腺葉」という 

房（片方の乳房に 15から 20個ある）が作られるようになります 

（図 赤い乳管の先端のふくらみ）。 

  この１個の乳腺葉の中には、ぶどうの房（乳腺胞）のようなもの 

が詰まっていて、その一つ一つの中で母乳が作られます。 

胸のふくらみは、乳管や乳腺葉が発達している証です。 

Ｔ：女性の胸がふくらむのは、妊娠・出産をした時に、母乳を作れる 

ようになるためです。 
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解説 解説 

 

Ｔ：骨盤の発達や形には、男女で違いがあります。 

  骨盤とは、腰のところにある人間の姿勢や足の動きを支える大切 

な骨です（位置を確認。自分の骨盤を触らせてみる等）。 

  どちらのイラストが女性の骨盤（男性の骨盤）だと思いますか。 

また、どのような違いがあるでしょうか。 

Ｃ：女性の方が大きい。女性の方が丸みがある。穴が大きい。 

Ｔ：なぜ、男性と女性で骨盤の形が違うのでしょうか。 

 

 

女性の骨盤のあたりには、赤ちゃんを育む子宮があります。 

 子宮の中の胎児は、誕生直前には、身長約 50cm、体重約 3000ｇに 

なります。 

 この大きさの胎児が入った子宮をおなかの中でしっかり支えて守る

ため、女性の骨盤は横幅が広く円に近い形になっています。 

 また、赤ちゃんが生まれるときにも骨盤の間を通るので、赤ちゃん

の頭が通りやすいように腰幅が広くなっています。 



29 

 

  

解説 解説 

 

次に、二次性徴における男性の体の変化について見てみましょう。 

最も大きな変化は、「射精」という新しい命を作るための働きが加わ

ることです。 

 新しい命を作り育むために、精巣や陰茎も大きく発育してきます。 

 

声変わりは、体の成長に伴う生理現象で、男性の方に明瞭に現れま

す。 

男性ホルモンの分泌によって声帯を支えている甲状軟骨が前後、上

下に発達する（いわゆるのど仏が前方に飛び出す）ため、声帯も長く

伸び、声が低くなります。 

 男子の声帯は、女子の２倍の速さで急速に成長し急に声が変わり、 

声の不安定な時期が３～12カ月ほど続きます。 

 声変りは女子にもありますが、時間をかけて少しずつ行われ、甲状

軟骨が前後に飛び出すのでなく軟骨の周りが同じように発達します。 
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解説 解説 
 

汗腺には「エクリン汗腺」と「アポクリン汗腺」の２種類があり、 

それぞれに汗の性質や汗を出す仕組みが異なります。 

「エクリン汗腺」は、全身のほとんどの部分に分布しています。 

主に体温調節のために汗を出す汗腺で、分泌される汗は無臭です。 

 一方、「アポクリン汗腺」は体の限られた部分にあり、外耳道、脇の

下、乳頭、へそ、下腹部に多く分布しています。 

「アポクリン汗腺」から出る汗は白く濁っていて、脂質やタンパク

質などにおいのもととなる成分を多く含んでいます。 

思春期になると、「アポクリン汗腺」の働きが活発になり、においの

もとになる成分を多く含む汗の分泌が増えます。 

これは、動物では、自分が発するにおいによって生理的に異性を 

引きつける役割があったため、と考えられています。 

 誰でも起こる変化なので、体を清潔に管理することにも、気を配っ

ていきましょう。 

思春期に体を大人に変化させるのは「性ホルモン（男性ホルモン、

女性ホルモン）」の働きです。 

思春期になると、脳から卵巣や精巣に「性ホルモン（男性ホルモン、

女性ホルモン）」を作るように命令が出されます。 

 これを受けて、男性ホルモンは精巣で、女性ホルモンは卵巣で作ら

れます。 

 作られた性ホルモンは血液によって全身に運ばれ、体の色々なとこ

ろに変化が起き、子どもの頃は男女とも似通っていた体つきが、徐々

に大人の男性と女性の体になっていきます。 

 また、腎臓の上にある副腎で男子にも女性ホルモンが、女子にも 

男性ホルモンが作られています。男子はたくさんの男性ホルモンと 

少しの女性ホルモン、女子はたくさんの女性ホルモンと少しの男性 

ホルモンを作っていることになります。 
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解説 解説 
 

一人ひとり顔や体格が違うように、大人への変化の仕方やその時期、

その様子も、一人ひとり違い、個人差があります。 

 自分の体は自分のものであり、人と比べる必要はありません。 

 自分で自分を大切にしてあげましょう。 
 

（参考） 

女子に性毛やわき毛が生えるのは、少量作られている男性ホルモン

の働きであり、思春期に急に性ホルモンが活発に働くと、腕や足など

が急に毛深くなることがあります。毛深さは個人差が大きいので、性

ホルモンが落ち着いても毛深い女子もいるし、逆に毛深くならない男

子もいます。毛は剃ると濃くなったように見えますが、実際には濃く

なることはありません。 

男子にも女性ホルモンが少量作られますが、思春期に性ホルモンが

活発に働くと、女性ホルモンの働きで、男子の胸にしこりができて痛

んだり、少しふくらんだりすることがあります。しばらくすると、男

性ホルモン、女性ホルモンの活動やバランスが落ち着いて、元に戻る

ので心配はいりません。 
 

 

ここまで学習してきた思春期の体や心の変化は、大人に向かう過程

で全員に起こることです。 

 今、大人になっている人たちも、この時期を通り過ぎてきました。 

 この大人に向かっての変化は、子孫を残すために新しい命を作り、

産み、育てる体になるという、あらゆる動物で起こる自然な変化です。 

 体も心も大人に向かって成長している証であり、これまで親や周り

の人たちに守られてきた存在から、自分のことは、自分で考え、守り、

育てていける時期が来たといえます。 

 つまり、思春期は、自立に向けて準備を始めるときなのです。 
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解説 解説 
 

 思春期の体の変化は性ホルモンの働きによって引き起こされるこ

と、それぞれの変化には理由があることをおさえることで、人間の体

の不思議さや尊さを伝え、自分の体の変化を肯定的に受け止められる

ようにしましょう。 

 

＊Ｔ：指導者の説明・発問  Ｃ：予想される生徒の反応 

 

思春期に体を大人に変化させるのは「性ホルモン（男性ホルモン、

女性ホルモン）」の働きです。 

 思春期になると、脳から卵巣や精巣に「性ホルモン（男性ホルモン、

女性ホルモン）」を作るように命令が出されます。 

 これを受けて、男性ホルモンは精巣で、女性ホルモンは卵巣で作ら

れます。 

 作られた性ホルモンは血液によって全身に運ばれ、体の色々なとこ

ろに変化が起き、子どもの頃は男女とも似通っていた体つきが、徐々

に大人の男性と女性の体になっていきます。 

 また、腎臓の上にある副腎で男子にも女性ホルモンが、女子にも男

性ホルモンが作られています。男子はたくさんの男性ホルモンと少し

の女性ホルモン、女子はたくさんの女性ホルモンと少しの男性ホルモ

ンを作っていることになります。 
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解説 解説 

 

 前の時間には、男の子も女の子も思春期になると子孫を残すために、

新しい命を作り、産み、育てる体になるという自然な変化が起こって

くることを学習しました。 

 今日はその中でも、最も大きな変化である男性の「射精」、女性の「月

経」について詳しく学習していきます。 

 

 

 男性の射精は、陰茎と精巣が関係して起こります。 

 体が成長すると、精巣では、男性が持つ命のもとである「精子」が

作られるようになります。 
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解説 解説 

  

精巣の中の仕組みを見てみましょう。 

 精巣は、精子の製造工場です。 

 精巣の中には「精細管」という細い管（精管に続く黄色い部分）が

あり、精子はこの中で作られます。 

 精細管の中には、胎児のときから、精子のもとになる細胞（精祖細

胞）があり、思春期になると、精子細胞となります。 

 この精子細胞が成熟して、頭と尾のある精子となります。 

 作られた精子は、精巣上体にためられ、精管を通って外に出ます。 

 

 尿を出す管と射精をするときに精液が出る管は同じです。 

 尿を出すときは、陰茎は下を向いていますが、射精をするときには、

脳から命令が出されて、陰茎が上を向きます。 

 精巣で作られた精子は、管を通って、途中で白っぽいとろっとした

精液と混ざって、陰茎の先から出されます。これが射精です。 

 射精は、陰茎に直接刺激を与えることで起こります。また、性的な

夢を見て寝ている間に射精をすること（夢精）もあります。 

 射精の時には膀胱の入り口が閉まって、尿が尿道に出ないように 

なっています。そのため、尿と精液が混ざることはありません。 
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解説 解説 

 

 性的な刺激を視覚や聴覚から受け取ると、腰のところにある腰椎の

勃起中枢が神経反射を起こして、陰茎の中にあるスポンジ状の陰茎海

綿体に大量の血液が流れ込むことで、陰茎が大きく固くなり上を向き

ます。このことを「勃起」といいます。 

 性的な刺激があるときだけでなく、男子は赤ちゃんの頃から、一日

に何度も勃起していて、何もしていなくても起こる自然な現象です。 

 朝、目覚めたときに陰茎が上を向いていることがあり、これは、睡

眠中に脳波の刺激で勝手に起こることで目覚めてしばらくするとおさ

まります。病気ではなく、自然なことです。 

 性的な興奮を感じることで勃起が起こるのは、個人差はありますが

小学校高学年頃からといわれています。 

 

 

○精通年齢のグラフを示しながら、成長の速度は人それぞれ個人差が 

あり、誰もが迎える変化であることを伝える。 
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解説 解説 

  

精子は１分間に５万個、１日約７千万から１億個作られますが、精

液中の精子の量は約１％で、射精されなければ再吸収されます。 

 そのため、射精しないからといって、精子が体にたまり続け病気に

なるということはありません。 

 

 思春期になると、ホルモンの作用によって性的欲求が高まります。 

 また、思春期には精巣で精子が盛んに作られます。それを出したい

という欲求は人間の体の自然な欲求です。 

 マスターベーションは、その欲求を一人で解消するよい方法といえ

ます。「性的欲求のコントロール」を身につけるためにも、欠かせない

行為です。 

 マスターベーションをすることは体にも心にも全く問題のないこと

がはっきりしています。 

 ①清潔な手ですること 

 ②傷がつくような強い刺激や固いものでの刺激は与えないこと 

（将来不妊の原因になる場合がある） 

 ③プライベートな場所を確保してからすること（人前でしないこと） 

 ④他の人を巻き込まないこと（見せない・触らせない） 

の４つのルールを守りましょう。 
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解説 解説 

 

 次に、女性の「月経」について学習していきましょう。 

 「月経」も射精と同じで、新しい命を作るために、なくてはならな

い働きです。 

 「月経」は、卵巣・子宮・膣が関係して起こります。 

 体が成長すると、卵巣では、女性が持つ命のもとである「卵子」が

育てられるようになります。 

 

 女性は、生まれたときから左右の卵巣の中に、卵子のもとになる卵

胞を約 35万個も持って生まれてきます。 

 そして、体が大人に向かって変化を始めると、ほぼひと月に１回、

卵巣の中の卵胞が成熟して卵子が１つ、卵巣から飛び出します。これ

を「排卵」といいます。 

 飛び出した卵子は、卵管の先の「卵管さい」という部分にうまく 

キャッチされ、卵管へと運ばれ精子が来るのを待ちます。 

 「卵管さい」は、花びらのような形ですが、排卵の時期には卵巣の

近くに行き、出された卵子を卵管の入り口に吸い込むような働きをし

ます。 
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解説 解説 
 
①女性の卵巣の中には生まれたときから、卵子のもとになる細胞が約 35 万

個も用意されています。 

 これは未成熟な卵子で、思春期を迎える頃、女性ホルモン（卵胞ホルモン）

の働きにより卵子へと成長します。 

 思春期を過ぎると、卵巣はほぼひと月に 1 回、左右のどちらかから成熟し

た卵子を 1つ、放出します。これを排卵といいます。 

②放出された卵子は卵管へ吸い込まれます。受精しなければ、約 1 か月後に

は新しい卵子が放出されます。 

 排卵に合わせて子宮内膜（子宮の内側の膜のこと）は、女性ホルモン（卵

胞ホルモンと黄体ホルモン）の働きで、充血し厚くなります。 

 これは受精卵を受け止め育てるための準備です。 

③受精卵が子宮内膜に着床（妊娠）しない場合は、子宮内膜は剥がれて体外

に出され、子宮は新しい子宮内膜を作る準備をします。 

 これが月経で、ほぼひと月に一度、３～７日間くらい出血があり、初経の

あと 50歳くらいまで繰り返されます。 

＊子宮内膜の肥厚は、健康な状態で周期的に起こることであって、無理な 

ダイエットなどで栄養状態が悪い等があれば、月経が起こらないこともあ

ります。 

 

 射精により出された精子は、膣から子宮内に入り、子宮を通

って卵管へ行きます。そのとき、卵巣から排卵された卵子が卵

管に来ていれば受精が起こり、新しい命になります。 

 妊娠をすると、受精卵が子宮内膜に潜り込み結びついて育つ

ため、子宮内膜が剥がれ落ちることがなくなり、月経が起こら

なくなります。 

 女性が、妊娠しているかどうかを知ったり健康管理をしてい

くために、自分の月経周期を把握していくことは非常に大切な

ことです。 
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解説 解説 

 

 月経については、症状が様々で、個人差もあります。 

 全員に共通して言えることは、大人の体になるまでは、ホルモンの働きが不安定で、

毎月練習を繰り返しながら、大人の体へと徐々に成熟していくということです。 

 月経の周期は、約 28日に一度巡ってきて 5日間程度続くといわれています。しかし、

このリズムは、短かったり長かったりと人それぞれです。 

 ただし、今までリズムよくあった月経が急になくなってしまったとき、月経がなくな

って３か月以上経っているとき、月経痛がひどい時などには、病院を受診しましょう。 

 10代は子宮や卵巣が未熟で、女性ホルモン（卵胞ホルモン、黄体ホルモン）の分泌も

まだ安定していません。そのため、リズムよく月経がこないこと（月経不順）もありま

す。 

 また、経血の量についても多い人もいれば、とても少ない人もいます。 

 月経の１週間くらい前になるとホルモンの影響により、イライラする、眠くなる、食

欲が出る、乳房がはる、ニキビができる、など、体調に変化が起こる人もいます。しか

し、月経が終わると体調が戻ります。 

 初めての月経（初経）があったからといって、女性としての体が完成されたわけでは

ありません。 

 初経から数年かけて女性ホルモン（卵胞ホルモン、黄体ホルモン）の分泌が徐々に安

定し、排卵を中心とした体のリズムができていきます。 
 

 

○初経年齢のグラフを示しながら、成長の速度は人

それぞれ個人差があり、誰もが迎える変化である

ことを伝える。 
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解説 

 

 「月経」や「射精」が起こるようになる体の変化は、大人に向かう

過程で全員に起こることです。 

 「月経」や「射精」が始まったということは、自分の体が「新しい

命を生み出す体になった」ということです。 

 自分の体は自分自身のものであり、体や心が大人になってきたみな

さんは、自分自身で体や健康を管理していく時期にきています。 

 自分の体は、一生付き合うかけがえのない大切なものです。 

 自分の生殖器の仕組みや働きをよく知って、将来に向けて、自分で

考え健康に気をつけて管理していきましょう。 
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解説 

 

  

受精・妊娠と胎児の発育・出産について、科学的に理解できるよう

にするとともに、自分の命も守り育まれてきたかけがえのない存在で

あることを考えることができるようにしましょう。 
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解説 
  

射精により出された精子は、膣から子宮内に入り、子宮を通って卵管へ行きます。そのとき、卵巣から排卵された卵子が卵管に来ていれば受精が

起こり、新しい命になります。 

 受精卵は細胞分裂を繰り返しながら子宮へと移動し、子宮内膜の中に潜り込み結びつきます。 

 これを着床といい、着床してから赤ちゃんが生まれるまでの女性の体内に胎児が宿っている状態を、「妊娠」といいます。 
 

（参考） 

 子宮の中に入った精子（一度の射精で約３億個）が卵管で卵子にたどり着くまでには、いくつもの難関があります。 

  ・膣の中は酸性なので、死んでしまう精子もいる。 

  ・子宮には粘液があり、排卵期以外は通りにくい。 

  ・卵管の入り口までたどり着けるのは、ほんの 6,000個。左右二つの卵管があるので、ここで卵子がいない方の卵管へ行ってしまう精子もいる。 
 

 身長 0.06mmの精子にとってみれば、卵子が待つ卵管までは自分の身長の約 3,500倍も遠く離れた地点まで泳いでいかねばなりません。 

中には、道に迷ったり途中で力尽きてしまう精子もいます。卵子のいる卵管まで進むことができた精子の中でも、たった一つの精子だけが卵子の

中に入ることができます。 
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解説 解説 

  

妊娠をすると、受精卵が子宮内膜に潜り込み結びついて育つため、

子宮内膜が剥がれ落ちることがなくなり、月経が起こらなくなります。 

 また、病院で医師による診断を受けると、妊娠していることが確定

されます。 

 女性が、妊娠しているかどうかを知ったり健康管理をしていくため

に、自分の月経周期を把握していくことは非常に大切なことです。 

 

 

へその緒を流れる血液は、どちらの血液が流れているのだろうか。 

①母親の血液 

②胎児の血液 

③両方の血液が混ざっている 
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解説 解説 
 

 答えは、「②胎児の血液」です。 

へその緒は胎盤とつながっており、胎児から伸びるへその緒を通る血液が、

お母さんから栄養や酸素が送られる胎盤の中に入り込んで、栄養分、老廃物、

酸素、二酸化炭素のやり取りをしています。 

胎盤とは、女性が妊娠したときに子宮内に形成される新たな臓器で、お母

さんが摂取した栄養や酸素を赤ちゃんに届ける役割があります。 

 胎盤のほぼ中央についているものが臍帯（へその緒）で、ここを輸送経路

として、胎児に必要な栄養や酸素を送り届け、そして二酸化炭素などを受け

取っています。 

 胎盤ではお母さんの血管と胎児の血管はつながっておらず、接しているだ

けなので、互いの血液が混ざることはありません。 

 また、お母さんが飲酒や喫煙（受動喫煙を含む）をすると、たばこやアル

コールの有害物質もお母さんの血液を通して胎児に届けられます。 

 これらの有害物質は、早産や流産などの可能性を高めたり、低出生体重な

どの発育の障害を起こりやすくします。 
 

 

 胎児は、母親の子宮の中で、羊水という温かい水の中にいま

す。 

 「羊水」は、どんな働きをするでしょうか。 

 



45 

 

  

解説 解説 

 

 一つには、クッションの役割をしています。お母さんが転んだりお

腹に何かがぶつかったときに、胎児に直接衝撃が伝わらず、胎児を守

ることができます。  

 また、胎児は羊水の中で手足を曲げたり伸ばしたり、体を回転させ

たりして、自由に運動し筋肉や骨格を発達させます。 

 そして、だんだん大きく活発になっていく胎児の動きから、母親の

内臓を守る役割もしています。 

 

 赤ちゃんは、お母さんの子宮から外に出るまでは、肺呼吸をしてい

ないので、羊水の中にいてもおぼれることはありません。 

 胎盤を通してお母さんの血液から酸素をもらい、成長しています。 

 

 

 お母さんから栄養をもらう代わりに、胎児はいらなくなった老廃物

を血液として、へその緒を介してお母さんへ戻します。だから排便は

しなくても平気です。 

 胎児は時々羊水を飲み込んで腎臓できれいにこし、尿として羊水に

戻します。胎児はお母さんに育てられるだけでなく、自分がいる場所

を自分できれいにしています。 
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解説 解説 

 

○すべての妊娠が順調に進むわけではなく、流産や早産など、出産 

までたどりつけなかった赤ちゃんも約 15％いる。 

○流産の原因は、赤ちゃん自体の染色体異常が多く、早産の原因は、

細菌感染が多くなっています。 

 また、妊婦の飲酒や喫煙（受動喫煙を含む）による影響としては、 

たばこの有害物質が早産や流産などの可能性を高めること、アル 

コールの有害物質が低出生体重などの発育の障害を起こしやすく 

する可能性があることなどがあげられます。 

 

 

 赤ちゃんを押し出すために子宮が収縮する力が陣痛です。 

 陣痛には、赤ちゃんを子宮の外に送り出そうとする働きがあります。 

 はじめは 10分程度の間隔で 20秒から 30秒の陣痛が続きます。 

やがて、１回の陣痛が長く（約 60 秒）、陣痛と陣痛の間が短く（２

分程度）なってきます。個人差はありますが、初めての出産には、14

～15時間程度かかります。 
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解説 解説 

 

 出産のときに赤ちゃんが通る道を産道と呼びます。 

 産道は、狭いだけでなく、場所によって幅が違っていたり曲がって

いたりしています。 

そのため、赤ちゃんはそのままの状態で産道を通るのは難しいので、

産道を通過しやすくするために自分で工夫をしています。 

 まず赤ちゃんは自分の胸にくっつくくらいあごを引いて、体を少し

丸めたような姿勢になります。 

しかし、それだけでは狭い産道を通ることはできないので、産道に

圧迫されながら自らの頭の骨同士を重ね合わせて、通りやすいように

頭を小さく変形させます。 

 

 

 産道を通るために自らの頭の骨同士を重ね合わせて、小さく変形さ

せた後、お母さんの産道の形に合わせながら、身体を上手に回旋させ、

自分のペースで産道を下りてきます。 

 この回旋に一番時間がかかるといっても過言ではありません。 

お母さんがつらい陣痛に耐えて頑張っているとき、赤ちゃん自身も

体を動かしながら、お母さんと協力をして生まれてきます。 



48 

 

 

 

解説  

 

 産道から生まれ出て、初めて息を吸い込んだ瞬間、肺に空気が入り、

肺胞が大きく膨らみます。 

 そして、息を吐くことで「オギャー」と声を上げるのです。 

 同時に、肺と心臓を結ぶ血管に血液が流れ、肺が働き始め肺で呼吸

ができるようになります。 

 また、「へその緒」の血管も閉じられてしまうので、胎盤からの血液

は送られなくなります。 

 生まれてきた赤ちゃんが「オギャー」と泣くことは、自分で呼吸が

できることを示す、非常に重要な証です。 
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解説 解説 
 

 性同一性障害の人の 58.6％が自殺念慮（死にたいという思

い）を持ち、28.4％は自傷・自殺未遂を経験したというデータ

があります。また、「性同一性障害の人が自殺念慮を持つ年齢

の第 1 のピークは、思春期である中学生の頃」と言われてい

ます（出典：中塚幹也(2010)『学校保健における性同一性障害 

ー学校と医療の連携―』『日本医事新報』60-64：4521） 

 性同一性障害の人々の生きづらさを少しでも解消し、一人

ひとりの考え方や個性を尊重し合える社会を作っていくため

には、多様な性について正しい知識を身に付けること、多様な

見方や理解を深めて相手を理解しようとすること、誰もがプ

ライバシーが守られ相談できる人や場所があること等が大切

です。 

 

 

 高知市をはじめ、全国の様々な自治体で施行（2022年 3月 4日現在で全 1753

自治体のうち 155自治体で導入）されているパートナーシップ制度等について

取り上げ、多様な性を持つ私たちが、自分らしく安心して暮らせるようになる

ために、社会全体で取り組んでいる事柄であることを確認する。 
 

（参考） 

○性別に関係なく、誰でも使いやすいように、公共機関にあるトイレなどの  

表示も工夫されてきている。 

○レインボーフラッグ（虹の旗） 

 6色から構成されており、レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランス 

ジェンダー（LGBT)の尊厳と LGBTの社会運動を象徴する旗で、多様な性を  

生きる人を理解し、認知しているという意思表示を表す。 

○プライド・パレード 

 レズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェンダー（LGBT）文化を 

讃えるイベントをさす言葉。各時代における法的権利（同性結婚や反差別な 

ど）を求める LGBTの社会運動の場ともなっている。 
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解説 

 

 性の在り方は、①体の性（解剖学的な体の性：身体的性別）、②心の性（自分の性別をどう認識しているか：性自認）、③好きになる性（ど

の性別を好きになるか：性的指向）などの要素から考えられます。これらの組み合わせにより、一人ひとり異なる多様な性が存在しています。 

 性の多様性は持って生まれたものであり、自分の意思で変えられるものではありません。 

 また、変えるように強制されるものでもなく、その人らしさを作る一つの要素です。 

 性は、体の性で分けられる男性・女性の２種類だけでなく、一人ひとりにその人らしい性の在り方があるのです。 

 

（参考） 

LGBTとは、体の性（身体的性別）、心の性（性自認）、好きになる性（性的指向）、の組み合わせを表しているものです。 

性にはこの他にも多様な組み合わせがあり、LGBTはそれらの一部を指します。 

 レズビアン（L）：心の性が女性で、好きになる性の対象が女性である人 

 ゲイ（G）：心の性が男性で、好きになる性の対象が男性である人 

 バイセクシュアル（B）：心の性がどうであるかに関わらず、好きになる性の対象が男性と女性両方である人 

トランスジェンダー（T）：生まれたときの体の性と心の性が異なる人 
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解説 解説 

 

 多様な存在である私たちが、誰もが自分らしく暮らしやすい社会に

するためにできることは何でしょうか。 

 

○好きなものや顔・体格が一人ひとり異なるように、違いがあって 

当たり前であり、お互いのことを理解し違いを認め合うことが大切 

であること、「自分らしく」いられるということは、お互いの立場や 

考え方、それぞれの個性を尊重できることが大切であるということ 

に気付かせる。 

○自分の性について困ったら相談してもよいこと、とても大切なこと 

なのでちゃんと話を聞いて理解してくれそうな信頼できる人や相談 

機関に話すこと、誰にも言いたくない人は自分の中にしまっておい 

てもよいこと、について理解させる。 

 

（電話相談・面接相談：思春期相談センターPRINK 088-873-0022） 
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解説 

 

 このグラフは、令和元年度に全国で報告された年齢別の性感染症に

感染した人の数です。 

 性感染症は、20 歳から 29 歳で感染している人が多くなっており、

男性よりも女性の方が性感染症に感染している人が多いことがわかり

ます。 
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解説 解説 

 

今日は、この４つの項目について、考えながら勉強をしていきま 

しょう。 

 

【病原体】 

 精液・膣分泌液・血液等の体液、性器や口等の粘膜やその周辺の皮

膚に存在する。 

 

【感染経路】 

 細菌や原虫等の病原体を含む精液や膣分泌液、血液等が、口や性器

の粘膜、皮膚等に接触することで起こる（主に性的接触の際に粘膜か

ら病原体が侵入することによる）。 
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解説 解説 

 

 グラフから、男性よりも女性の方が性感染症に感染している人が多

いことがわかりました。 

 なぜ、男性よりも女性の方が、性感染症に感染している人が多いの

でしょうか。 

 

 図は男性器と女性器の断面図です。粘膜にあたるところはどこで 

しょうか。 

 男性では陰茎の先・肛門、女性では尿道・膣・肛門が粘膜です。 

 男性に比べ、女性の膣の粘膜の広さは 100倍以上もあります。 

 そのため、男性よりも女性の方が、性感染症に感染しやすい体の 

つくりになっています。 
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解説 解説 

 

 女性の場合には、男性よりも性器の粘膜の面積が広い等、解剖学的

に感染の危険性が高く、感染しても無症状の場合が多い一方で、感染

すると慢性的な骨盤内炎症疾患の原因となりやすく、放置すると、不

妊症になる可能性や胎児への影響が出てきます。 

 

 性感染症の治療を放置すると、症状がなくても病気が進行し、知ら

ない間に重症になっていくこと（HIVなど死に至る感染症もある）、男

女とも不妊の原因となること、胎児への感染（流産、早産、死産、肺

炎、結膜炎、失明、HIV感染を起こす等）が起こります。 
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解説 解説 

 

気になる症状が出た場合には、男性は泌尿器科、女性は産婦人科を

受診し、診てもらうようにしましょう。 

自分が感染していることがわかったら必ずパートナーに伝え、同じ

ように検査や治療が受けられるようにしましょう。 

 

  

性感染症を予防するには、性的接触を避けることが最も有効です。 
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解説 解説 

 

 性行為をする上での、性感染症の予防方法としては、「コンドームの

使用」があります。 

 コンドームを使用することで、粘膜や精液などが接することを避け

ることで、予防することができます。 

 性行為の時には最初からコンドームを使用し、直接粘膜や精液など

が触れ合わないようにすることが大切です。 

 

 

予防方法があるのに、どうして 20代の若者の間で性感染症が流行し

ているのでしょうか。 
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解説 解説 
 

 全国の１万３千人の大学生への調査結果で、過去１年間に性感染症に

感染した人の半分以上は、性行為をした相手は１人だけでした。 

 つまり、相手が１人でも、感染する可能性は十分あるということです。 

 １人の人との性行為の背後には、自分には直接関わりがない人からも

たらされたウイルスが何人もの人を介して、自分の元へもたらされ感染

する可能性があります。 
 

 性感染症は、性的関係を持つことによって、誰にでも感染する可能性

がある病気です。 

 ・病気について知らず正しい予防法がとられていない現状があること 

 ・無症状である場合も多く、感染しても気がつかないこと 

 ・気がつかなかったり恥ずかしいという感情から、検査や治療を積極 

的に受ける人が少ないこと 

 ・知らない間に感染を広めていること（特に男性は自分が感染源だと 

気づかないまま知らない間にパートナーに感染させてしまうこと） 

 ・自分には関係ないという気持ちから、感染予防への意識が低いこと

等が、感染拡大の背景にあります。 
 

 

 性感染症を予防するためには、性行為をすれば誰でも感染する可

能性がある病気であることや予防方法などについての正しい知識を

持つこと、性感染症の予防や治療について話し合える関係、お互い

の体の健康を思いやれる関係を、パートナーと築くことが大切です。 
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解説 解説 

 

○思春期特有のパートナーとの関係のみに人間関係が偏りがちな側面 

や、好きという気持ちを優先させるあまり自分の意見を言えない、 

断れないといった自分の心の在り方にも目を向けられるように指導 

し、将来、互いが自立した関係性の中で人間関係を結んでいくこと 

の大切さに気がつけるようにしましょう。 

 

 このような暴力を振るうのは、愛しているから、相手のことを考え

ているからではなく、自分のために相手を思い通りにしたいという思

いの表れです。 

 どんな理由があっても、暴力を振るう方が悪く被害者は悪くありま

せん。 

 デート DVの被害を受けない・起こさないためには、自分の意見や考

えを押し付けず、お互いの違いを認め受け入れて、相手に言葉で伝え

ていくことが重要です。 

 友だちからこれらの暴力をパートナーに受けていると相談された時

には、先生や大人、相談機関に相談することを勧めましょう。 
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解説 
 
【大切なのは自分らしさ】 

男だから、女だから、先輩だから、年下だから…。人と関係を築くとき、こんな考えが影響していませんか。 

しかし、一番大切なのは、“自分らしさ”です。あなたの気持ち、考え、体、生き方を大切にしましょう。 

人はみんな生まれながらにして、一人ひとり大切にされるべき存在です。 

また、自分を大切にする気持ちを持っていないと、暴力を振るわれたとき、相手に対してはっきり「NO」の意思表示をすることが難しくな

ります。自分の気持ち、自分の体を大切にする気持ちを持ちましょう。 
 

【気持ちを伝える工夫】 

自分のことを大切に思う気持ちと同じように、相手への思いやりの心、相手を大切にする心を常に持つことも大事です。相手の話に耳を傾

けましょう。 

意見の“違い”にぶつかったとき、「私（僕）はこう思う、こう感じる」と、自分を主語にして気持ちを伝えてみましょう。 

自分の意見や考えを押しつけず、相手が自分と異なる意見や考えを持っていたとしても、まずはそういった違いがあるということを認め、

受け入れましょう。そして、自分はどう思うのか、相手に伝えましょう。 
 

【お互いを認め合う対等な関係】 

相手の存在を大切にして、考え方や生き方を知り、受け入れることができれば、お互いの違いを認め合ことができます。それが、互いを尊

重し合う対等な関係です。二人のことは、一緒に考え、一緒に決めましょう。 

どんな事情があったとしても、暴力を振るっていいという理由にはなりません。暴力を振るわれていい人など、一人もいません。 

暴力は身体的なものに限らず、精神的なものや性的なものもあります。 

どのような暴力であったとしても、暴力を振るうことは決して許されるものではないのです。 
 

 性をめぐる問題で困ったら、保護者や信頼できる身近な大人に早めに相談をし、アドバイスをもらうようにしましょう。 

身近な人に相談することができない人は、これらの相談窓口を上手に活用してください。 
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解説 解説 

 思春期の心身の変化や健康課題について理解させ、現在の自分の心

の状態について考えることができるように指導しましょう。 

 

今の時点でどのくらいクリアできているか、考えてみましょう。 
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解説 解説 
 

 「保健」の授業では、４つの自立のうち、「性的自立」を果た

すために、この３点を目標に学習していきます。 

 

 この時間は、自分やパートナーの性について理解し大切にで

きるように、必要な知識を学習していきましょう。 

 

 まず、女性の「性」についてです。 

①女性の卵巣の中には生まれたときから、卵子のもとになる細胞が約 35万個

も用意されています。 

 これは未成熟な卵子で、思春期を迎える頃、女性ホルモン（卵胞ホルモン） 

の働きにより卵子へと成長します。 

 思春期を過ぎると、卵巣はほぼひと月に 1回、左右のどちらかから成熟 

した卵子を１つ、放出します。これを排卵といいます。 

②放出された卵子は卵管へ吸い込まれます。受精しなければ、約 1か月後に 

は新しい卵子が放出されます。 

 排卵に合わせて子宮内膜（子宮の内側の膜のこと）は、女性ホルモン（卵 

胞ホルモンと黄体ホルモン）の働きで、充血し厚くなります。    

 これは受精卵を受け止め育てるための準備です。 

③受精卵が子宮内膜に着床（妊娠）しない場合は、子宮内膜は剥がれて体外 

に出され、子宮は新しい子宮内膜を作る準備をします。 

 これが月経で、ほぼひと月に一度、３～７日間くらい出血があり、初経の 

あと 50歳くらいまで繰り返されます。 

＊子宮内膜の肥厚は、健康な状態で周期的に起こることであって、無理な 

ダイエットなどで栄養状態が悪い等があれば、月経が起こらないことも 

あります。 
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解説 解説 

 

 射精により出された精子は、膣から子宮内に入り、子宮を通

って卵管へ行きます。そのとき、卵巣から排卵された卵子が卵

管に来ていれば受精が起こり、新しい命になります。 

 妊娠をすると、受精卵が子宮内膜に潜り込み結びついて育つ

ため、子宮内膜が剥がれ落ちることがなくなり、月経が起こら

なくなります。 

 女性が、妊娠しているかどうかを知ったり健康管理をしてい

くために、自分の月経周期を把握していくことは非常に大切な

ことです。 

 

 基礎体温とは、朝、目が覚めてから、まだ身体を動かしていない状態で基

礎体温計を使用し測定した体温のことです。 

 女性の体は、排卵と月経の周期により、日によって基礎体温に変化が認め

られます。 

 女性の基礎体温を変化させるのは、卵巣から分泌される黄体ホルモンです。 

 女性の月経周期は、黄体ホルモンによってコントロールされており、基礎

体温の変化とともに、子宮内膜の変化や体調の変化も起こります。 
 

①月経から排卵が起こるまでの約２週間は低温（約 36.0℃～36.5℃）が続き 

ますが、排卵が起こるとストンと体温が下がった後、体温が上がり高温（約 

36.5℃～37.0℃）となります。 

②高温期は２週間程度続き、このとき、子宮内では子宮内膜が厚くなり、妊 

娠した時に受精卵を受け止めるための準備を始めます。 

③しかし、妊娠しないと次の月経が始まる前には再び体温が下がります。 
 

 ホルモンバランスの変化により、体調不良に悩まされる女性も少なくあり

ません。 
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解説 解説 

 

 次に、男性の「性」についてです。 

尿を出す管と射精をするときに精液が出る管は同じです。 

 尿を出すときは、陰茎は下を向いていますが、射精をするときには、

脳から命令が出されて、陰茎が上を向きます。 

 精巣でつくられた精子は、管を通って、途中で白っぽいとろっとし

た精液と混ざって、陰茎の先から出されます。これが射精です。 

 射精は、陰茎に直接刺激を与えることで起こります。また、性的な

夢を見て寝ている間に射精をすること（夢精）もあります。 

 射精の時には膀胱の入り口が閉まって、尿が尿道に出ないようにな

っています。そのため、尿と精液が混ざることはありません。 

 

 思春期になると、ホルモンの作用によって性的欲求が高まってきま

す。 

 また、思春期には精巣で精子が盛んに作られます。それを出したい

という欲求は人間の体の自然な欲求です。 

 マスターベーションは、その欲求を一人で解消するよい方法といえ

ます。「性的欲求のコントロール」を身につけるためにも、欠かせない

行為です。 

 マスターベーションをすることは体にも心にも全く問題のないこと

がはっきりしています。 

 ①清潔な手ですること 

 ②傷がつくような強い刺激や固いものでの刺激は与えないこと 

（将来不妊の原因になる場合がある） 

 ③プライベートな場所を確保してからすること（人前でしないこと） 

 ④他の人を巻き込まないこと（見せない・触らせない） 

の４つのルールを守りましょう。 
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解説 解説 
  

さらに、「性的なことに関心がある」と答えた人は、中学生よりも高

校生が多くなっています。 

 これもホルモンの作用によるもので、特に思春期には、女子よりも

男子の方が性的欲求が強くなる傾向があります。 

 お付き合いをしていても、男子と女子で考え方や思いが違う場合が

あります。 

 これは自然なことですが、考え方や思いの違いから、様々な問題が

起きてきます。 

 これまでの説明のように、思春期は、性ホルモンの影響によって、

心も体も大きく揺らぎながら成長する時期なのです。 

 

 また、思春期になると心が大人へと成長する過程の中で、大人や社

会への不満や反抗心、自分ではコントロールできないような怒り、自

分への自信のなさ、異性と親しくなりたいという気持ち等が出てきま

す。 

 これは、ホルモンの影響によるもので、成長過程で誰にでも起こる

変化です。様々な経験を積む中で徐々に心が安定していきます。 

 しかし、このような心の不安定さから、法律で禁止されているたば

こや酒・薬物に手を出したり、好奇心や寂しさから安易に性的関係を

結んだり、自分で怒りをコントロールできず自他への暴力に及んでし

まうことがあります。   
 

（参考） 

高校生の時期は、精神疾患の好発年齢（15～30歳）にあたり、思春

期の心の不安定さが極端な場合には、自ら命を絶ったりすることがあ

ります。我が国における若い世代の自殺は深刻な状況にあり、10～29

歳の各年代の死因の第１位は、男女とも自殺となっています（令和元

年版自殺対策白書 厚生労働省）。 
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解説 

  

思春期には、誰でも心が不安定になることを知り、自分や他の人の

ことを大切に考えた行動がとれるように、気をつけましょう。 

 今の自分を大切にし、色々な人に相談をしながらよく考えて行動す

ることは、将来の自分に多くのチャンスを残すことにつながります。 
 

（例）・将来、資格取得を目指して進学を希望していたが、予期せぬ妊

娠をして悩んでいるうちに人工妊娠中絶ができる時期を過ぎ

てしまい、出産・育児のため進路変更した。 

・受験勉強が進まず焦っているときに、友だちから「眠くならな

い薬」を勧められ飲んだ。その薬は依存性がある違法薬物であ

ることが後に判明したが、進学後も薬をやめることができず、

薬を手に入れること以外に興味がなくなって勉強にも集中で

きなくなり、退学した。 
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解説 解説 

 

○性をめぐるトラブルについて知り対処方法を考えることを通して、

一人ひとりが生きやすい社会にするためには、自分の行動に責任を

持つことや、他者を理解し尊重することが大切であることを理解で

きるようにしましょう。 

 

○思春期特有のパートナーとの関係のみに人間関係が偏りがちな側面 

や、好きという気持ちを優先させるあまり自分の意見を言えない、 

断れないといった自分の心の在り方にも目を向けられるように指導 

し、将来、互いが自立した関係性の中で人間関係を結んでいくこと 

の大切さに気づけるようにしましょう。 
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解説 解説 

 

 では、全国の高校生の状況を見てみましょう。 

 付き合っている人がいる高校生は、男子で 25.4％、女子で 33.5%で

す。 

 性的行為をしたことがある高校生は、男子で 13.9%、女子で 19.3%と

なっています。 

 

 また、「性的なことに関心がある」と答えた人は、中学生よりも高校

生が多くなっています。 

 特に思春期には、女子よりも男子の方が性的欲求が強くなる傾向が

あるので、お付き合いをしていても、男子と女子で考え方や思いが違

う場合があります。 

 これは自然なことですが、考え方や思いの違いから、様々な問題が

起きてきます。 
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解説 

 

 このような暴力を振るうのは、愛しているから、相手のことを考え

ているからではなく、自分のために相手を思い通りにしたいという思

いの表れです。 

 どんな理由があっても、暴力を振るう方が悪く被害者は悪くありま

せん。 

 デート DVの被害を受けない・起こさないためには、自分の意見や考

えを押し付けず、お互いの違いを認め受け入れて、相手に言葉で伝え

ていくことが重要です。 

 友だちからこれらの暴力をパートナーに受けていると相談された時

には、先生や大人、相談機関に相談することを勧めましょう。 
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解説 
 

○被害が急増している「レイプドラッグ」についても触れ、こういっ 

た犯罪があることを知らせ、注意を促しましょう。 
 

（参考） 

性暴力の被害に遭ってしまった場合には、すべての都道府県にある

ワンストップ支援センターというところに相談することができます。   

性犯罪被害者の方に向けた専門の支援センターを開設していて、妊

娠や怪我が心配な場合には病院に付き添ってくれたり、心理カウンセ

リングを受けることができます。警察に行きたいという場合にも、警

察への付き添いもしています。 

性被害にあった場合には、病院を受診して相談をすれば、被害に遭

ってから 72 時間以内に服用することで約 80％の確率で妊娠を防ぐこ

とができる緊急避妊薬の処方を受けることができます。 
  

＊高知県ワンストップセンター 

 「性暴力被害者サポートセンターこうち」  

  ＴＥＬ：０１２０－８３５－３５０（フリーダイヤル） 

０８０－９８３３－３５００（専用電話） 



77 

 

  

解説 解説 

 

 「好きなんだから、要求どおり動いてもらって当たり前」と、好き

な人や友人に対して思ってしまう気持ちはありませんか。 

 相手が思い通りに動いてくれているのは、愛情や友情からではなく、 

 「本当は嫌だけど、断ったら嫌われるかも…」 

 「嫌われて１人になると自分も寂しいから…」 

など、自分の気持ちを隠してしまっているのかもしれません。 

 相手や自分を大切にしたいと思う時、大切なことはお互いの気持ち

を伝え「話し合うこと」が重要です。 

 自分の意思や考えを伝え合い、一緒に考えられる対等な関係が、お

互いの心と体を守ります。 

 

 

 対等な関係とは、 

 ①お互いの心、体、考え方、時間、友人や家族を大事にできること 

 ②お互いに嫌なことは「NO」と言える、相手の「NO」を尊重できる 

こと 

 ③分かり合うために、気持ちを言葉で伝えられること 

について、どちらか一方だけでなく、お互いに行うことできる関係の

ことです。 

 パートナーが年上や成人の場合、学生と社会人などの立場が違う場

合でも、この３つがお互いに行える対等な関係を築くことが、お互い

を大切にするためには重要です。 
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解説 
 

【大切なのは自分らしさ】 

男だから、女だから、先輩だから、年下だから…。人と関係を築くとき、こんな考えが影響していませんか。 

しかし、一番大切なのは、“自分らしさ”です。あなたの気持ち、考え、体、生き方を大切にしましょう。 

人はみんな生まれながらにして、一人ひとり大切にされるべき存在です。 

また、自分を大切にする気持ちを持っていないと、暴力を振るわれたとき、相手に対してはっきり「NO」の意思表示をすることが難しくなります。 

自分の気持ち、自分の体を大切にする気持ちを持ちましょう。 
 

【気持ちを伝える工夫】 

自分のことを大切に思う気持ちと同じように、相手への思いやりの心、相手を大切にする心を常に持つことも大事です。 

意見の“違い”にぶつかったとき、「私（僕）はこう思う、こう感じる」と、自分を主語にして気持ちを伝えてみましょう。 

自分の意見や考えを押しつけず、相手が自分と異なる意見や考えを持っていたとしても、まずはそういった違いがあるということを認め、受け入

れましょう。そして、自分はどう思うのか、相手に伝えましょう。 
 

【お互いを認め合う対等な関係】 

相手の存在を大切にして、考え方や生き方を知り、受け入れることができれば、お互いの違いを認め合ことができます。 

それが、互いを尊重し合う対等な関係です。二人のことは、一緒に考え、一緒に決めましょう。 

どんな事情があったとしても、暴力を振るっていいという理由にはなりません。暴力を振るわれていい人など、一人もいません。 

暴力は身体的なものに限らず、精神的なものや性的なものもあります。 

どのような暴力であったとしても、暴力を振るうことは決して許されるものではないのです。 

 「性」の問題は、「二人の問題」、「分かってもらえない自分が悪い」と考えて、問題を抱え込みどんどん深刻になってしまいます。 

 性をめぐる問題で困ったら、早めに相談をし、アドバイスをもらうようにしましょう。まずは、あなたのことを一番心配している保護者の方や身

近にいる大人に相談してみましょう。身近な人に相談することができない人は、これらの相談窓口を上手に活用してください。 
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解説 解説 
 

性同一性障害の人の 58.6％が自殺念慮（死にたいという

思い）を持ち、28.4％は自傷・自殺未遂を経験したというデ

ータがあります。  

また、「性同一性障害の人が自殺念慮を持つ年齢の第 1 の

ピークは、思春期である中学生の頃」と言われています。 

 性同一性障害の人々の生きづらさを少しでも解消し、一

人ひとりの考え方や個性を尊重し合える社会をつくってい

くためには、多様な性について正しい知識を身に付けるこ

と、多様な見方や理解を深めて相手を理解しようとするこ

と、誰もがプライバシーが守られ相談できる人や場所がある

こと等が大切です。 

 

 

 高知市をはじめ、全国の様々な自治体で施行（2022年 3月 4日現在で全 1753

自治体のうち 155自治体で導入）されているパートナーシップ制度等について

取り上げ、多様な性を持つ私たちが、自分らしく安心して暮らせるようになる

ために、社会全体で取り組んでいる事柄であることを確認する。 
 

（参考） 

○性別に関係なく、誰でも使いやすいように、公共機関にあるトイレなどの表

示も工夫されてきている。 

○レインボーフラッグ（虹の旗） 

 6 色から構成されており、レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランス

ジェンダー（LGBT)の尊厳と LGBTの社会運動を象徴する旗で、多様な性を生き

る人を理解し、認知しているという意思表示を表す。 

○プライド・パレード 

 レズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェンダー（LGBT）文化を

讃えるイベントをさす言葉。各時代における法的権利（同性結婚や反差別など）

を求める LGBTの社会運動の場ともなっている。 
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解説 解説 
 

 SOGI（ソジ）とは、①どの性別を好きになるか（ならないか）を表す

「性的指向（Sexual Orientation）」と、②自分の性別をどう認識してい

るかを表す「性自認（Gender Identity）」の二つを表す言葉です。 

 SOGIハラとは、性的指向や性自認に起因する差別的な言動のことをい

います。 

 LGBT当事者の中には、性的指向や性自認をカミングアウトすることに

よって、「自分を偽ることなく生きたい」と思っている人がいます。 

 しかし、周りの人の何気ない言動により差別や偏見を感じていたり、

「カミングアウトをすると、これまでの人間関係が崩壊してしまうので

はないだろうか」、「友人や職場の同僚から否定的な反応が返ってくるの

ではないだろうか」と悩んで、カミングアウトできない人たちがいます。 

 LGBTや典型的ではない性別表現を嘲笑したり、からかいの会話が日常

的にある環境では、一人ひとりの個性を尊重し、誰もが安心して生活で

きる社会を実現することはできません。 

 

 

 性の在り方は、①体の性（解剖学的な体の性：身体的性別）、②心

の性（自分の性別をどう認識しているか：性自認）、③好きになる性

（どの性別を好きになるか：性的指向）などの要素から考えられま

す。これらの組み合わせにより、一人ひとり異なる多様な性が存在

しています。 

 性の多様性は持って生まれたものであり、自分の意思で変えられ

るものではありません。 

 また、変えるように強制されるものでもなく、その人らしさを作

る一つの要素です。 

 性は、体の性で分けられる男性・女性の２種類だけでなく、一人

ひとりにその人らしい性の在り方があるのです。 
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解説  

 

○SOGIハラをなくすためには、一人ひとりが問題を自分のこととして捉える 

こと、SOGIについて正しい知識を身に付け、多様な見方や理解を深めて相手 

を理解しようとすること、誰もがプライバシーが守られ相談できる人や相談 

できる場所ができることが大切であることについて、気づかせ理解させる。 

 

（参考） 

LGBTとは、体の性（身体的性別）、心の性（性自認）、好きになる性（性的指向）、

の組み合わせを表しているものです。 

性にはこの他にも多様な組み合わせがあり、LGBTはそれらの一部を指します。 
 

 レズビアン（L）：心の性が女性で、好きになる性の対象が女性である人 

 ゲイ（G）：心の性が男性で、好きになる性の対象が男性である人 

 バイセクシュアル（B）：心の性がどうであるかに関わらず、好きになる性の 

対象が男性と女性両方である人 

 トランスジェンダー（T）：生まれたときの体の性と心の性が異なる人 
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解説 

 

 このグラフは、令和元年度に全国で報告された年齢別の性感染症に

感染した人の数です。 

 性感染症は、皆さんがもうすぐ迎える 20歳から 29 歳で性感染症に

感染する人が多くなっており、男性よりも女性の方が性感染症に感染

している人が多いことがわかります。 
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解説 解説 

  

また、命に関わる性感染症であるエイズについても、高知県でも毎

年、新規 HIV感染者が報告されており、その数は年々増加しています。 

 性感染症は、日常の中で話題になることは少ないですが、皆さんの

近い将来に深く関係がある病気です。 

 

 

今日は、この４つの項目について考えながら勉強をしていきましょ

う。 
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解説 

 

 

【病原体】 

 精液・膣分泌液・血液等の体液、性器や口等の粘膜やその周辺の皮

膚に存在する。 

 

【感染経路】 

 細菌や原虫等の病原体を含む精液や膣分泌液、血液等が、口や性器

の粘膜、皮膚等に接触することで起こる（主に性的接触の際に粘膜か

ら病原体が侵入することによる）。 
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解説 

 

 女性の場合には、男性よりも性器の粘膜の面積が広い等、解剖学的

に感染の危険性が高く、感染しても無症状の場合が多い一方で、感染

すると慢性的な骨盤内炎症疾患の原因となりやすく、放置すると、不

妊症になる可能性や胎児への影響が出てきます。 
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解決 

 

 

 性感染症の治療を放置すると、症状がなくても病気が進行し、知ら

ない間に重症になっていくこと（HIVなど死に至る感染症もある）、男

女とも不妊の原因となること、胎児への感染（流産、早産、死産、肺

炎、結膜炎、失明、HIV感染を起こす等）が起こります。 
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解説 解説 

 

 性行為をするうえでの、性感染症の予防方法としては、「コンドーム

の使用」があります。 

 コンドームを使用することで、粘膜や精液などが接することを避け

ることで、予防することができます。 

 性行為の時には最初からコンドームを使用し、直接粘膜や精液など

が触れ合わないようにすることが大切です。 

 

 

 授業の初めに、男性よりも女性の方が性感染症に感染している人が

多いことをグラフで確認しました。 

 なぜ、男性よりも女性の方が性感染症に感染している人が多いので

しょうか。 
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解説 解説 

 

 図は男性器と女性器の断面図です。粘膜にあたるところはどこで 

しょうか。 

 男性では陰茎の先・肛門、女性では尿道・膣・肛門が粘膜です。 

 男性に比べ、女性の膣の粘膜の広さは 100倍以上もあります。 

 そのため、男性よりも女性の方が、性感染症に感染しやすい体の 

つくりになっています。 

 

 

性感染症に感染している人は、皆さんがもうすぐ迎える 20 歳から

29歳の人に多くなっていました。 

なぜ、20代の若者の間で流行しているのだと思いますか。 
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解説 
  

全国の１万３千人の大学生への調査結果で、過去１年間に性感染症に感染した人の半分以上は、性行為をした相手は１人だけでした。 

 つまり、相手が１人でも、感染する可能性は十分あるということです。 

 １人の人との性行為の背後には、自分には直接関わりがない人からもたらされたウイルスが何人もの人を介して、自分の元へもたらされ感

染する可能性があります。 
 

 性感染症は、性的関係を持つことによって、誰にでも感染する可能性がある病気です。 

 ・病気について知らず正しい予防法がとられていない現状があること 

 ・無症状である場合も多く、感染しても気がつかないこと 

 ・気がつかなかったり恥ずかしいという感情から、検査や治療を積極的に受ける人 

が少ないこと 

 ・知らない間に感染を広めていること（特に男性は自分が感染源だと気づかない 

まま知らない間にパートナーに感染させてしまうこと） 

 ・自分には関係ないという気持ちから、感染予防への意識が低いこと 

等が、感染拡大の背景にあります。 
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解説 解説 

 

○個人の対策 

・相手が感染していないことが確実でないときは性行為をしないこと 

性行為の時には最初からコンドームを使用し、直接粘膜や精液等が

接することを避けること 

・感染が不安なときに、早めに病院を受診し検査を受けること、必ず

パートナーと一緒に治療すること 

・性感染症の予防や治療について、話し合える関係、お互いの健康を

思いやれる関係をパートナーと築くこと等 

 

 

○社会的対策 

・性感染症の発生状況について調査し公表する等の情報提供 

・治療の拠点となる病院を定めて専門的な治療を行えるように整備し

ていること 

・全国の保健所で HIV 抗体検査とエイズに関する相談を無料かつ匿名

で行っていること（クラミジア検査や梅毒検査を同様に行っている

保健所もある）等 
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解説 

 

 妊娠の適齢期（医学的・生理学的に妊娠に適した時期）は、20歳か

ら 34歳頃までといわれています。 

 女性は 35歳を過ぎると、妊娠中や出産時のリスクが高くなります。

また、37歳を過ぎると卵子の数は急速に減少し、卵子自体も歳を 

とって質が低下します。 

 精子も 35 歳～40 歳頃を境に、数が減少したり精子自体の質が低下

したりします。 
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解説 解説 

 

 家族計画とは、子どもの人数や子どもを産む時期と間隔を考えるこ

とをいいます。 

 妊娠は、特に女性にとって健康のみならず、その後の人生設計に影響

を及ぼす重大な出来事です。 

 また、胎児にとって母体は生きていくための環境の全てであり、母体

の健康状態がそのまま子どもの健康状態に重大な影響を及ぼします。 

 そのため、母体となる女性の心身の健康状態、経済面、パートナーと

の関係や人生設計など、様々な問題を考慮して、子どもを望むときだけ

妊娠するようにし、子どもを望まないときには避妊をすることは、女性

の健康だけでなく子どもの健康を守ることにもつながります。 

 避妊とは、薬剤や器具を使用し、人為的に妊娠しないようにすること

をいいます。 
 

 

 避妊法の一つとして、低用量ピルの使用があります。 

ピルは２種類の女性ホルモンが合成された薬で、産婦人科で処方し

てもらいます。 

 ピルを飲むことで血液中の女性ホルモンの量を調整できるので、排

卵を止めることができます。 

 ピルは飲み忘れがなければ確実な避妊法で、副作用が起こる心配も

ほとんどありません。 

 ただし、性感染症を防ぐためには、コンドームを使用することが必

要です。 

 また、ピルは飲む時期や期間を考えて服用することで、自分で月経

の時期をコントロールすることができます。月経不順や月経痛を軽く

したりする治療に使われることもあります。 

 避妊の失敗率は、0.3～８％です。 
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解説 解説 

 

 もう一つの避妊法として、コンドームの使用があります。 

 避妊の失敗率は、２～15％です。 

 

 

避妊は、自分とパートナーのどちらか一方が行えばよいものではあ

りません。 

 今説明した２つの方法の他にも、様々な避妊法がありますが、安全

かつ確実な方法をパートナーとよく話し合い、お互いを尊重しながら

協力して行うことが大切です。 
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解説 解説 

 

 妊娠は、特に女性にとっては、その後の人生にも関わる非常に大き

な出来事です。 

 妊娠をした場合、出産できないやむを得ない理由があるときには、

人工妊娠中絶という選択肢があります。 

 

 もしも人工妊娠中絶という選択をした場合も、心も体も傷つく手術

を女性が受けることになります。 

 そして、その決断が遅くなるほど、母体への影響が大きい手術をす

ることになります。 

 女性はもちろん男性も、性行為をする前に、パートナーの心身に大

きな影響を与える妊娠について、よく考えなくてはいけません。 
 

○体への影響 

 掻爬（そうは）や吸引は手探りで行うため、胎盤の一部が残ったり、

まれにですが子宮を傷つけることも起こりえます。傷跡から、子宮や

卵管が感染症などで炎症を起こすと、不妊症や子宮外妊娠の原因とな

ることがあります。 

○心への影響 

 中絶した子どもへの罪悪感や後悔の気持ちが、ストレスとなって長

期間残る女性は少なくありません。 

 また妊娠を知ってから中絶を選択するまでの期間に、パートナーと

の気持ちの行き違いなどで傷つく女性もいます。 
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解説  

 

 では、人工妊娠中絶ができる妊娠 22週未満というのは、具体的には

どのくらいのことでしょうか。 

 ３月 17日から妊娠前の最後の月経が始まり、それから４月の月経が

始まるまでに排卵・受精して妊娠した場合を例に、考えてみましょう。 
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解説 解説 

 

○高知県は全国の人工妊娠中絶率を長年上回っている。 

中・高校生の年代での中絶も、毎年報告されている。 

 

 性行為は知識がなくても、本能や興味だけでできる行為です。 

 しかし、その結果として起こる妊娠は、一つの命が関わる大変責任

が重い事態です。 

 本能や興味だけで性行為に及ぶのではなく、まずは、正しい知識に

基づいた避妊や性感染症の予防について話し合える関係になることが

重要です。 

 今の自分の状況と照らし合わせて、①から③について考えてみま 

しょう。 
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解説 
 

 射精により出された精子は、膣から子宮内に入り、子宮を通って卵管へ行きます。そのとき、卵巣から排卵された卵子が卵管に来ていれば

受精が起こり、新しい命になります。 

 受精卵は細胞分裂を繰り返しながら子宮へと移動し、子宮内膜の中に潜り込み結びつきます。 

 これを着床といい、着床してから赤ちゃんが生まれるまでの女性の体内に胎児が宿っている状態を、「妊娠」といいます。 
 

（参考） 

 子宮の中に入った精子（一度の射精で約３億個）が卵管で卵子にたどり着くまでには、いくつもの難関があります。 

 ・膣の中は酸性なので、死んでしまう精子もいる。 

 ・子宮には粘液があり、排卵期以外は通りにくい。 

 ・卵管の入り口までたどり着けるのは、ほんの 6,000個。左右二つの卵管があるので、ここで卵子がいない方の卵管へ行ってしまう精子も 

いる。 

 身長 0.06mmの精子にとってみれば、卵子が待つ卵管までは自分の身長の約 3,500倍も遠く離れた地点まで泳いでいかねばなりません。 

 中には、道に迷ったり途中で力尽きてしまう精子もいます。卵子のいる卵管まで進むことができた精子の中でも、たった一つの精子だけが

卵子の中に入ることができます。 
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解説 

 

 妊娠をすると、受精卵が子宮内膜に潜り込み結びついて育つため、子

宮内膜が剥がれ落ちることがなくなり、月経が起こらなくなります。 

 また、病院で医師による診断を受けると、妊娠していることが確定さ

れます。 

 女性が、妊娠しているかどうかを知ったり健康管理をしていくため

に、自分の月経周期を把握していくことは非常に大切なことです。 
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解説 解説 
 

医師によって妊娠が確認されたら、妊娠届を市町村役場に提出して、

母子健康手帳を受け取ります。 

 高知県では、市町村子育て世代包括支援センター等で妊娠届を受理

し、妊娠や子育てへの支援の充実を図るため、保健師等による面談を行

い母子健康手帳の交付を行っています。 

 その後、母体や胎児が健康な状態で妊娠が継続しているか、定期的に

無料の妊婦健診（14回）を受けながら、出産に備えます。 

 この間、妊婦教室にパートナーと一緒に参加したりしながら、赤ちゃ

んを迎えるための準備をします。 

 そして、順調に妊娠が進めば、約 280日後（約 10か月）に赤ちゃん

が生まれます。 
 

  

○すべての妊娠が順調に進むわけではなく、流産や早産など、出産 

までたどりつけなかった赤ちゃんも約 15％いる。 

○流産の原因は、赤ちゃん自体の染色体異常が多く、早産の原因は、

細菌感染が多くなっています。 

 また、妊婦の飲酒や喫煙（受動喫煙を含む）による影響としては、 

たばこの有害物質が早産や流産などの可能性を高めること、アル 

コールの有害物質が低出生体重などの発育の障害を起こしやすく 

する可能性があることなどがあげられます。 

 



101 

 

  

解説 解説 

 

 赤ちゃんを押し出すために子宮が収縮する力が陣痛です。 

 陣痛には、赤ちゃんを子宮の外に送り出そうとする働きがあります。 

 はじめは 10 分程度の間隔で 20 秒から 30 秒の陣痛が続きます。や

がて、１回の陣痛が長く（約 60 秒）、陣痛と陣痛の間が短く（２分程

度）なってきます。個人差はありますが、初めての出産には、14～15

時間程度かかります。 

 

 出産のときに赤ちゃんが通る道を産道と呼びます。 

 産道は、狭いだけでなく、場所によって幅が違っていたり曲がって

いたりしています。そのため、赤ちゃんはそのままの状態で産道を通

ることは難しいので、産道を通過しやすくするために自分で工夫をし

ています。 

 まず赤ちゃんは自分の胸にくっつくくらいあごを引いて、体を少し

丸めたような姿勢になります。しかし、それだけでは狭い産道を通る

ことはできないので、産道に圧迫されながら自らの頭の骨同士を重ね

合わせて、頭を通りやすいように小さく変形させます。 
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解説 解説 
 

 産道を通るために自らの頭の骨同士を重ね合わせて、小さく 

変形させたあと、お母さんの産道の形に合わせながら、身体を 

上手に回旋させ、自分のペースで産道を下りてきます。 

 この回旋に一番時間がかかるといっても過言ではありません。 

お母さんがつらい陣痛に耐えて頑張っているとき、赤ちゃん 

自身も体を動かしながら、お母さんと協力をして生まれてきま

す。 

 

【胎児と母体の健康を守るための行動】 

・無理な姿勢をせず正しい姿勢に留意する、適度な仕事量に調整し 

過労を避ける 

・バランスの取れた食事をする 

・適度な運動をする 

・たばこ、アルコール、ウイルス感染（＊）を避ける 

 ＊例えば、妊婦が風疹ウイルスに感染すると、生まれてくる赤ちゃんが難

聴や白内障・心臓疾患などの生まれつきの病気を起こすことがある。妊

婦の周りにいる人も感染しないようにすることが 大切。 

・定期的に健診を受け健康状態を把握する 等 
  

【パートナーとしてできること】 

・パートナーに寄り添う気持ち 

・自分に何をしてほしいか、何ができるか聞く等、不安な気持ちを 

共有する 

・出産、子育てについて一緒に考える 

・協力して一緒に家庭を築いていくという気持ち、相手を思いやる 

気持ちを持つ 等 
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解説 
 

 射精により出された精子は、膣から子宮内に入り、子宮を通って卵管へ行きます。そのとき、卵巣から排卵された卵子が卵管に来ていれば

受精が起こり、新しい命になります。 

 受精卵は細胞分裂を繰り返しながら子宮へと移動し、子宮内膜の中に潜り込みます。これを着床といい、着床してから赤ちゃんが生まれる

までの女性の体内に胎児が宿っている状態を、「妊娠」といいます。 
  

（参考） 

 子宮の中に入った精子（一度の射精で約３億個）が卵管で卵子にたどり着くまでには、いくつもの難関があります。 

  ・膣の中は酸性なので、死んでしまう精子もいる。 

  ・子宮には粘液があり、排卵期以外は通りにくい。 

  ・卵管の入り口までたどり着けるのは、ほんの 6,000個。左右二つの卵管があるので、ここで卵子がいない方の卵管へ行ってしまう精子 

もいる。 

 身長 0.06mmの精子にとってみれば、卵子が待つ卵管までは自分の身長の約 3,500倍も遠く離れた地点まで泳いでいかねばなりません。 

中には、道に迷ったり途中で力尽きてしまう精子もいます。卵子のいる卵管まで進むことができた精子の中でも、たった一つの精子だけが

卵子の中に入ることができます。 
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解説 
 

【羊水の働き】  

一つには、クッションの役割をしています。お母さんが転んだり、おなかに何かがぶつかったときに、赤ちゃんに直接衝撃が伝わらず、赤ちゃん 

を守ることができます。 

【胎盤の働き】  

おなかの中に赤ちゃんができると、『胎盤』という赤ちゃんのための栄養タンクが子宮の中にできます。お母さんの血液は、この胎盤に栄養と酸 

素を届け、そこにつながっているへその緒を通して、赤ちゃんはお母さんから栄養や酸素をもらいます。胎盤は、赤ちゃんに必要な栄養や酸素を 

送り届けています。 

また、お母さんが飲酒や喫煙（受動喫煙を含む）をすると、たばこやアルコールの有害物質もお母さんの血液を通して胎児に届けられ 

 ます。これらの有害物質は、早産や流産などの可能性を高めたり、低出生体重などの発育の障害を起こりやすくします。 

【陣痛】  

赤ちゃんを押し出すために子宮が収縮する力が陣痛です。陣痛には、赤ちゃんを子宮の外に送り出す働きがあります。 

【出産時の胎児の動き（回旋）】 

  陣痛の力を受けて、赤ちゃんは子宮の外へと向かって進みます。せまい産道の中を、身体を上手に回旋させながら、自分のペースで少しずつ 

進んでいきます。赤ちゃん自身も体を動かしながら上手に回って出てくることで、お母さんが少しでも楽になるように工夫し、お母さんと協力を 

して生まれてきます。 

【産声】 この世界に生まれ出て、初めて自分の力で呼吸をした証拠 
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解説 解説 

 

 妊娠の適齢期（医学的・生理学的に妊娠に適した時期）は、20歳か

ら 34歳頃までといわれています。 

 女性は 35歳を過ぎると、妊娠中や出産時のリスクが高くなります。

また、37歳を過ぎると卵子の数は急速に減少し、卵子自体も歳を 

とって質が低下します。 

 精子も 35 歳～40 歳頃を境に、数が減少したり精子自体の質が低下

したりします。 

 

 

 今の自分の状況や希望する進路、将来自分の家庭を築きたいか、子

どもを持ちたいか等を考えて、30歳までの未来設計図を作成してみま

しょう。 
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解説 

 

 

○自分も家族や周りの人々に支えられて育てられたことに気付ける 

ようにする。 

○自分が将来育児をする立場になったとき、どのように行動して 

いきたいかを考えさせる。 

○家族の協力など、育児は 1人では行えないことに気付かせ、子ども 

を健やかに育てるためには、互いに協力し合うことが必要である 

ことを伝える。 
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解説 解説 
 

 思春期に自分の身体的変化に気づき肯定的に受け止めるためには、

思春期前の「自分の体に興味を持ち、大切にすること」が重要となり

ます。 

 思春期に入る前の体を理解し大切にする習慣としては、体を清潔に

すること、下着を毎日変えること、栄養バランスのとれた食事をする

こと、早寝早起きをすることを指導していくことが大切です。特に、

体を清潔にすること（体、髪、顔、歯、手、爪、排泄後のお尻のふき

方等）は、ボディイメージを作っていくことにも役立ちます。 

 また、この学習で男女の性器の差、性器を清潔に保つことの大切さ

を学習することが、次時以降のプライベートゾーンに関する学習の基

礎となります。肯定的な雰囲気で指導し、今後の性に関する学習に前

向きに取り組めるように留意しましょう。 
 

＊T：指導者の説明・発問  C：予想される児童の反応 
 

 

Ｔ：私たちの体が汚れるのは、どんなときでしょう。 

Ｃ：外で遊んだとき。汚いものを触ったとき。トイレに行ったとき。 

Ｔ：外で遊んで汗をかいたり、土や色々な物を触って遊んだりすると、 

体や手が汚れますね。 

Ｔ：では、服で隠れている部分で汚れるところは、どんなところで 

しょうか。 

Ｔ：トイレに行って、おしっこやうんちをした時に、性器におしっこ 

やうんちがついて汚れていることがあります。 
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解説 解説 

 

Ｔ：体が汚れたら、そのままにしておいていいでしょうか。 

Ｃ：いけない。 

Ｔ：それはなぜでしょう。 

Ｃ：ばいきんがつくから。病気になるから。 

Ｔ：汚れた手についたばい菌を落とさないと、食事の時に手から口の 

中、そして体の中にばい菌が入って病気になってしまうことが 

あります。 

  また、性器のところは、体の中とつながっているので、清潔に 

しないとばい菌が入って病気になってしまうことがあります。 

  きれいにしていないと、ばい菌が増えて嫌なにおいがしたりする 

ので、気持ちよく過ごすためにも体をきれいにすることは大切 

です。 

Ｔ：では、体をきれいにする方法には、どんなことがあるでしょうか。 

Ｃ：手を洗う。お風呂に入る。 
 

 

（以下、手洗いや体の洗い方を具体的に学習） 
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解説 

 

 

【また・おしりの洗い方】 

○女の子はおしっこの出口の周りや肛門の周りに、男の子はおちん 

ちんの先や肛門の周りに、おしっこやあせ、垢などの汚れがたまる 

ことがある。 

○女の子は、おしっこの出るところとその周りは皮膚が柔らかく傷 

 つきやすいので、優しく丁寧にお湯で流して洗う。 

○男の子は、おちんちんの皮を痛くないところまでお腹の方へ引っ張 

り、おしっこが出るところを出す。おしっこが出るところの周りは 

皮膚が柔らかく傷つきやすいので、お湯で流して優しく洗う。 
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解説 解説 

 

 ふざけて人にプライベートゾーンを見せるなどの言動が見られる場

合には、叱るだけではなく、なぜ人に見せてはいけないのか、胸やお

尻、性器を下着で守るのか、をあわせて伝えることが大切です。 

 叱責を重ねると、“プライベートゾーンは怒られる場所”と思い込ん

でしまい、万が一性被害にあった場合、「“怒られる場所”を触られた

自分が悪い」と誤解し、相談したり打ち明けたりできなくなります。 

 「自分だけの大切な場所だから、守らなければならない」と正しく

伝えることで、「自分の身体は大切」という意識に繋がります。 

 

＊Ｔ：指導者の説明・発問  Ｃ：予想される児童の反応 

 

Ｔ：この絵は、どちらが男の子でどちらが女の子でしょうか。 

Ｃ：髪が長い方が女の子。 

Ｔ：髪が長い男の子（アニメの主人公など）もいるし、髪が短い女の 

子（ショートカットの先生など）もいますね。 

Ｔ：どこを見れば、わかるでしょうか。 

Ｔ：このままではわからないので、服を脱がしてみましょう。パンツ 

をはいた状態までは、違いがありませんね。 

  男の子と女の子では、おちんちんの形が違います。おちんちん 

が外にあるのが男の子、ないのが女の子です。 

  お医者さんも、赤ちゃんが生まれたときにおちんちんの形を見て、 

生まれた赤ちゃんが男の子か女の子かを判断します。 
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解説 解説 
 

Ｔ：みんなのまたのところは、今、どんな役目をしていますか。 

Ｃ：おしっこを出す。うんちを出す。 

Ｔ：またのところには、大人になると、「新しい命を作る」という働き 

が加わります。 

  男の子にはおちんちんの部分に、女の子にはおへその下あたりの 

おなかの中に、生まれたときから「命のもと」が入っています。 

  女の子には、またの部分に「赤ちゃんが生まれてくるときに通る 

道と出口」があります。 

Ｔ：なぜパンツをはくのでしょう。 

Ｃ：病気から守る。ばい菌から守る。 

Ｔ：命を作る大切なところだから守るため、体の中と通じる穴があり、 

そこからばい菌が入らないように清潔に守るために、パンツを 

はきます。 
 

 

Ｔ：水着で隠れる部分には、特別な名前が付いていて、「プライベート

ゾーン」といいます。 

 おちんちんと呼んでいるところは、「性器」といいます。胸、性器、

おしりは、プライベートゾーンです。 

 水着では隠れていないけれど、口と顔も大切な部分です。 

Ｔ：女の子も男の子も、胸の部分も大切です。特に女の子は、下着を

つけたりして守ります。なぜでしょう。 

Ｃ：赤ちゃんにおっぱいをあげるから。心臓があるから。 

Ｔ：おなかの中に赤ちゃんができると、女の人の胸では、赤ちゃんを

育てるための母乳（おっぱい）が作られるようになります。 

 また、男の子も女の子も、胸には心臓などの大切な臓器があるので、

大切に守っています。 
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解説 

 

 

自分だけの大切な所である「プライベートゾーン」を守るために、 

６つのお約束があります。 

 自分も友達も「プライベートゾーン」を大切に守れるように、ひと

つずつ確認していきましょう。 

 

見た人が嫌な気持ちになるので、自分の「プライベートゾーン」を

他の人がいるところで触るのは、やめましょう。 

 触るのは、他の人がいない自分の部屋で一人でいるときなどにしま

しょう。 

 

（参考） 

日常生活のなかで介助をする際にプライベートゾーンに触れる必要

がある場合には、子どものプライベートを守るという意識を持ち、声

をかけながら介助をすることも大切です。 
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解説 解説 
 

知的障害や発達障害がある子どもたちは、言葉を文字通りに捉えがちでだまさ

れやすかったり、相手に不用意に近づきすぎて誤解されやすかったりします。 

併せて、危険にさらされていても気付けないため、さらに被害に遭いやすくな

ります。また、加害者はそういった特性につけ込んで、子どもたちをねらってく

る場合があります。 

被害に遭った後も、SOSを出せなかったり、被害に遭っていることに気が付け

なかったりすることもあります。 

「わるいタッチ」について具体的に教え、自分が嫌だと感じたときには「嫌だ」

と言っていいこと、「嫌だ」「やめて」「助けて」等大声を出すこと、その場から

逃げること、親や周りの人に怖い思いをしたことを伝えること等の練習をして、

行動化できるように指導しましょう。 

子どもが性被害を受けてしまったときには、子どもの言うことを否定せず受け

入れ、「あなたは悪くない」ということをはっきり伝え、安心感を与えましょう。 

子どもを援助してくれる専門機関（手引きP.24）や病院に相談しましょう。（手

引き「個別指導（家庭内性的虐待・家庭外性被害を疑う場合）」参照） 
 

 

 水着で隠れる部分には、特別な名前が付いていて、「プラ

イベートゾーン」といいます。 

 おちんちんと呼んでいるところは、「性器」といいます。

胸、性器、おしりは、プライベートゾーンです。 

 水着では隠れていないけれど、口と顔も大切な部分です。 

 プライベートゾーンには、命のもとがつまっていて、「特

に大切な自分だけのところ」です。 

 今日は、自分や友だちのプライベートゾーンを守るため

に、「いいタッチ」と「わるいタッチ」について勉強しまし

ょう。 
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解説 
 

あなたが悪いことをしたのではなく嫌なことをする大人が悪いの

で、口止めをされてもその約束は守らなくてもよい。 

 どんなことでも大人や信頼できる周りの人に相談してよい。 
 

【子どもが性被害を受けてしまったとき】 

①まず、子どもの言うことを否定せず受け入れましょう。 

②過度に感情的にならず、冷静に話を聞きましょう。 

③「あなたは悪くない」「心配しなくていい」ということはっきりと 

伝え、安心感を与えましょう。 

④子どもを援助してくれる専門機関（手引き P.24）や病院に相談し 

てください。 

（手引き「個別指導（家庭内性的虐待・家庭外性被害を疑う場）」 

参照） 
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解説 解説 
 

心身の変化が目まぐるしく起こる思春期には体が急激に変化し、

本人はとても戸惑い怖い思いをしていたり、逆に全く気にせず恥じ

らいもなくさらけ出してしまう等、様々な子どもたちがいます。 

すべての子どもたちが、自分の体の変化や性への意識の芽生えに

不安を抱えないように、何がどうなっていて、何をどうするのか、は

っきり示すことが必要です。そして、成長を共に喜び、体の変化を肯

定的に受け止められるようにしましょう。 

射精や月経など目に見えない体の変化を「見える」形にし、変化に

向き合う力を育てる方法として、「下着を自分で洗うこと」を指導す

ると効果的です。 

汚れた下着を自分で洗うことを通して体に関心を持たせ、体の変化

を教えることができます。 

 

〈女の子の体の変化〉 

【脂肪がついてふっくらする】 

妊娠・出産に備えて多くのエネルギーを蓄えられるようにするため。 

【わき毛や性毛が生える】  

頭を守る毛髪や目を守るまつげのように、大切な部分を暑さや寒さ、

外からの刺激から守るため。（大人になると、自分の体を自分で守るよ

うになる。） 

【腰幅が広くなる】 

妊娠や出産の時に胎児を支えるため。 

【胸がふくらむ】  

将来赤ちゃんに飲ませる母乳を作れるようになるため。 

【月経（排卵）】  

新しい命をつくるため。 
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解説  
 

〈男の子の体の変化〉 

【わき毛や性毛、ひげが生える】 

頭を守る毛髪や目を守るまつげのように、大切な部分を暑さや寒さ、

外からの刺激から守るため。（大人になると、自分の体を自分で守るよ

うになる。） 

【肩幅が広くなる】 

骨格が大人の体つきになるため。 

【筋肉がついてがっしりする】  

男性ホルモンが分泌されるようになるため。 

【声変わり（のど仏が出てくる）】 

のど仏が大きくなるので、声帯が太く長くなり（一年で約 2 倍にな

る）、低くてよく通る声になる。 

【射精】 

 新しい命をつくるため。 
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解説 

 

  

自分のことを大切に考え育んでくれている人間関係に気付かせるこ

とで、他者との関わりを意識できるきっかけとなるように指導しまし

ょう。 

 また、他者との関係の中で「ありがとう」や「ごめんなさい」とい

った気持ちを伝えることの大切さを知らせ、日常の指導と関連付けな

がら気持ちを言葉にして伝える練習につなげていくとより効果的で

す。 
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解説 

 

 

 射精や月経が起こるということは、赤ちゃんができる体になったと

いう証であること、体が大人に変わることで、プライベートゾーンに

ついてのマナーをこれまでよりもしっかり身に付ける必要があること

を伝えましょう。 

 体が大人になることに伴い自分も相手も気持ちよく過ごせるマナー

を身に付けていくことが必要である、という次時以降の学習（他の人

との距離感や場を考えた行動の仕方）につなげられるように、射精や

月経の役割や意味について、しっかり指導しましょう。 
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解説 解説 

  

まず、男の子の体について勉強しましょう。 

 体が成長すると、男性の性器（精巣）では、男性が持つ命のもとであ

る「精子」が作られるようになります。 

  精子の大きさは、約 0.05mm～0.06mm で、1 回の射精で約 3 億個の

精子が体の外に出されます。 

 

尿を出す管と射精をするときに精液が出る管は同じです。 

 尿を出すときは、陰茎は下を向いていますが、射精をするときには、

脳から命令が出されて、陰茎が上を向きます。 

 精巣でつくられた精子は、管を通って、途中で白っぽいとろっとし

た精液と混ざって、陰茎の先から出されます。これが射精です。 

 射精は、陰茎に直接刺激を与えることで起こります。また、性的な

夢を見て寝ている間に射精をすること（夢精）もあります。 

 射精の時には膀胱の入り口が閉まって尿が尿道に出ないようにな

っています。そのため、尿と精液が混ざることはありません。 
 

（参考） 

 朝、目覚めたときに陰茎が上を向いていることがあり、これは、睡

眠中に脳波の刺激で勝手に起こることで、目覚めてしばらくするとお

さまります。病気ではなく、自然なことです。 
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解説 解説 

 次に、女の子の体について勉強しましょう。 

 体が成長すると、女性の性器（卵巣）では、女性が持つ命のもとであ

る「卵子」が育てられるようになります。 

 卵子の大きさは約 0.1mmで、毎月１つずつ（くらい）育ちます。 

 

①女性の卵巣の中には生まれたときから、卵子のもとになる細胞が約

35 万個も用意されています。この卵子のもとが、思春期を迎える

頃、ホルモンの働きにより新しい命になる卵子へと成長します。 

②思春期を過ぎると、卵巣はほぼひと月に 1回、左右のどちらかから

成熟した卵子を１つ、卵巣の外へ出します。これを排卵といいます。 

 出された卵子は卵管へ吸い込まれます。受精しなければ、約 1か月

後にはまた新しい卵子が押し出されます。 

③子宮の内側では、排卵に合わせて、いつ精子と合わさった卵子（受

精卵）がきてもいいように、赤ちゃんを育てるための栄養いっぱい

の血液に似たベッドを準備します。 

④しかし受精をしなかった場合にはこのベッドが必要なくなるので、

それがはがれ落ちて「月経血」となり、体外に出ます。これを月経

といいます。 
 

 月経は、ほぼひと月に一度、３～７日間くらいあり、初経のあと 50

歳くらいまで繰り返されます。  
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解説 
 

○以下の 5つの場合について、人がいるところ（パブリック）でしてよいことか、自分の家や自分の部屋（プライベート）でしてよいことか、 

考えて意見を発表する。 
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解説 解説 

 

 異性に近づきすぎたり抱きついたり触ったりする行為は、本人には

悪気がなく、親しみの表現であったり安心感を得るための身体的接触

であったりします。 

 しかし、年齢が高くなるとそうした行為は許されず、時には誤解を

与えてしまいます。そのため、他者との適切な距離と接し方（触れて

いい場所・場面）を教える必要があります。 

 他者への接し方については、プライベートゾーンは大切な部分なの

で触れてはいけないといったルールや、自分の体を触らせたり見せた

りしてはいけないことを教えましょう。 

 併せて、子どもによっては親しみの表現である抱きつく行為を握手

に代える、他者に用事のある時は肩を軽くたたくといったように、具

体的に他の接し方を教えましょう。 
 

 

 水着で隠れる部分には、特別な名前が付いていて、「プライベートゾ

ーン」といいます。 

 おちんちんと呼んでいるところは、「性器」といいます。 

胸、性器、おしりは、プライベートゾーンです。 

 水着では隠れていないけれど、口と顔も大切な部分です。 
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解説 解説 
 

 なぜ水着で隠れる部分に特別な名前が付いているかというと、大人になる

と、「新しい命を作る」という働きが加わるとても大切なところだからです。 

 また男の子にはおちんちんの部分に、女の子にはおへその下あたりのおな

かの中に、生まれたときから「命のもと」が入っています。 

 女の子には、またの部分に「赤ちゃんが生まれてくるときに通る道と出口」

があります。 

 命を作る大切なところだから守るため、体の中と通じる穴があるからそこ

からばい菌が入らないように清潔に守るために、プライベートゾーンには、

６つの約束があります。 

①他の人のを勝手に見ない ②他の人のを勝手に触らない  

③人に見せない      ④人の前で触らない  

⑤蹴ったり叩いたりしない ⑥清潔にする 
 

（参考） 

日常生活のなかで介助をする際にプライベートゾーンに触れる必要がある

場合には、子どものプライベートを守るという意識を持ち、声をかけながら

介助をすることも大切です。 
 

 

他の人のプライベートゾーンを守るため、自分も相手も嫌な

思いをしないために、人との距離について、次の約束を守りま

しょう。 
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解説 

 
 

相手の人が安心して、気持ちよく話ができる距離は、片手を伸ばし

て届かない距離です。 
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解説 
 

【羊水の働き】  

一つには、クッションの役割をしています。お母さんが転んだり、おなかに何かがぶつかったときに、赤ちゃんに直接衝撃が伝わらず、赤ちゃんを

守ることができます。 

【胎盤の働き】  

おなかの中に赤ちゃんができると、「胎盤」という赤ちゃんのための栄養タンクが子宮の中にできます。お母さんの血液は、この胎盤に栄養と酸素

を届け、そこにつながっているへその緒を通して、赤ちゃんはお母さんから栄養や酸素をもらいます。胎盤は、赤ちゃんに必要な栄養や酸素を送り

届けています。 

また、お母さんが飲酒や喫煙（受動喫煙を含む）をすると、たばこやアルコールの有害物質もお母さんの血液を通して胎児に届けられます。 

これらの有害物質は、早産や流産などの可能性を高めたり、低出生体重などの発育の障害を起こりやすくします。 

【陣痛】  

赤ちゃんを押し出すために子宮が収縮する力が陣痛です。陣痛には、赤ちゃんを子宮の外に送り出す働きがあります。 

【出産時の胎児の動き（回旋）】  

陣痛の力を受けて、赤ちゃんは子宮の外へと向かって進みます。せまい産道の中を、身体を上手に回旋させながら、自分のペースで少しずつ進ん

でいきます。赤ちゃん自身も体を動かしながら上手に回って出てくることで、お母さんが少しでも楽になるように工夫し、お母さんと協力をして生

まれてきます。 

【産声】 この世界に生まれ出て、初めて自分の力で呼吸をした証拠 
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解説 解説 

 

 好きな人とお互いを大切にできる良好な関係を保つためには、自分

の体と相手の体を大事に思えるか、無防備でないか、信頼できる仲間

がいるかなど、小学部から学習してきた全ての知識が力になります。 

 「好きな人との関係の中でも危険がある」ということを、具体的に

教えること（デートＤＶ等に関すること（手引き「高等学校における

指導（2）性意識と性行動の選択」参照））はもちろん、人付き合いが

不器用な子に、相手を受け入れることばかりでなく、自分が直感的に

嫌だと思ったことは、相手が誰でも「ＮＯ」と言っていいこと、そし

て、「困っています」「助けて下さい」の一言でいいから、周りにＳＯ

Ｓを出すことを伝えるように指導しましょう。 

 

 

 以下の「人との接し方」について、相手も自分も楽しくお付き合い

ができているのはどんなときか、また、相手も自分も怖い思いや悲し

い思いをしてしまう付き合いになっているのはどんなときか、考えて

みましょう。 

 

○自分が嫌なことをされた時には、「嫌だ」と言っていいこと、断っ 

てもいいこと、周りの人に相談することも伝えましょう。 
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